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|市川房枝生誕百年記念国際シンポジウム 1

こ
と
し
は
市
川
房
枝
さ
ん
が
生
ま
れ
て
百
年
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
百
年
記
念
事
業
の
し
め
く
く

り
と
し
て
ぺ
市
川
さ
ん
の
誕
生
日
で
あ
る
五
月
+
五
日
出
の
午
後
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
と

政

治
:
:
:
進
出
へ
の
実
践
と
方
法
」
が
東
京
・
千
駄
ケ
火
口
の
津
田
ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
た
。
目
、
米
、
英
、

韓
国
の
四
ヵ
国
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
が
、
国
柄
が
ち
が
っ
て
も
女
性
の
問
題
は
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
会
場
か
ら
も
質
問
が
相
つ
ぎ
、
熱
気
あ
る
話
し
あ
い
と
な
っ
た
。

ネルソンさん

クータパンさん

) " 
金さん

女
性
こ

最
初
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
教
授

.
パ
l
パ
ラ
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん

の
基
調
報
告
。
永
ル
ソ
ン
さ
ん

は
、
先
ご
ろ
四
十
三
カ
国
五
十

九
人
の
研
究
者
が
共
同
し
て
行

っ
た
〈
政
治
と
女
性
〉
の
調
査

の
結
果
か
ら
問
題
を
提
起
。
各

国
の
宮
荷
を
具
体
的
に
説
明
し

な
が
ら
、
マ
女
性
運
動
は
ま
ず

ま
ず
活
発
に
な
り
、
広
が
っ
て

い
る
マ
女
性
は
す
べ
て
の
問
題

に
関
心
が
あ
る
マ
女
性
は
男
性

と
同
等
の
政
治
上
の
地
位
を
も

っ
て
い
な
い
マ
女
性
が
政
治
の

分
野
に
関
わ
る
の
を
阻
む
最
大

り
全
議
員
の
一

O
%
を
超
え

た
。
州
議
会
の
女
性
議
員
は
五

秒
以
下
だ
っ
た
の
が
ニ

0
・
四

物
に
増
え
た
。
N
W
P
C以
外

の
女
性
に
よ
る
政
治
活
動
団
体

も
あ
り
、
一
九
九
二
年
中
に
女

性
諸
国
体
は
、
女
性
候
補
者
に

千
百
五
十
五
万
八
千
七
百
十
二

下
山
(
約
十
三
億
円
)
を
寄
付
し

た
。山
口
み
つ
子
さ
ん
(
側
市
川

房
枝
記
念
会
常
務
理
事
)
か
ち

日
本
の
状
況
報
告
が
あ
っ
た
あ

と
後
半
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
現
職
の
識
員
の
参
加
も
多

く
、
活
発
な
質
問
が
相
つ
ぎ
、

質
問
時
閣
を
倍
に
増
や
し
て
も

質
問
で
き
な
い
人
が
出
た
ほ

ど
。質
問
を
踏
ま
-
え
て
討
論
に
入

っ
た
が
、
ま
ず
話
題
と
な
っ
た

選
出
さ
れ
た
の
は
十
六
人
(
実
の
は
選
挙
制
度
の
問
題
。
英、

数
は
七
人
)。

残
り
は
比
例
代
米
は
小
選
挙
区
制
が
定
着
し
す

表
で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
世
界
ぎ
て
い
て
変
え
る
の
は
む
ず
か

の
流
れ
と
は
逆
に
、
韓
国
の
女
し
い
よ
う
だ
が
、
小
選
挙
区
制

性
国
会
議
員
は
減
少
、
現
在
は
「
現
職
の
九
割
が
選
ば
れ
る
」

四
人
(
二
百
九
十
九
人
中
。
全

(米
)
、
「
政
権
を
握
っ
た
方

部
比
例
区
選
出
)
。
韓
国
女
性
が
独
占
す
る
。
女
性
に
は
有
利

政
治
聯
盟
は
、
女
性
候
補
が
敗
で
、
北
欧
が
女
性
議
員
が
多
い

遺
し
た
九
一
年
四
月
の
地
方
選
の
は
比
例
代
表
制
だ
か
ら
」

の
あ
と
、
よ
り
行
動
的
な
組
織
(
英
)
と
小
選
挙
区
制
が
女
性

を
め
ざ
し
て
、
米
女
性
政
、
台
連
に
不
利
と
い
う
意
見
で

一
致
。

盟
を
モ
デ
ル
に
設
立
。
教
育
、
韓
国
は
以
前
複
数
制
だ
っ
た
の

調
査
、
研
究
、
女
性
候
補
者
の
を
小
選
挙
区
に
奪
え
女
性
の
数

支
援
、
政
党
に
対
す
る
提
案
。

が
減
っ
た
。

「
一
人
と
い
う
と

き
れ
い
な
選
挙
運
動
等
の
活
動
ど
う
し
て
も
男
を
選
ぶ
。
女
性

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

候
補
五
人
が
第
二
位
で
涙
を
の

つ
い
で
全
米
女
性
政
治
連
盟
ん
だ
。
韓
国
の
女
性
は
今
、
選

(
N
W
P
C
)
副
会
長
ジ
ュ
デ
挙
区
を
広
げ
る
運
動
を
し
て
い

ィ
ス

・
ハ
lNJ
ュ
パ
!
グ
さ
ん
る
。
日
本
は
逆
の
動
き
の
よ
う

の
報
告
。
N
W
P
Cは
、
一
九
だ
が
、
日
本
の
女
性
団
体
は
、

七
O
年
、
男
女
平
等
の
権
利
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
」

つ
い
て
の
憲
法
改
正
実
が
連
邦
(
金
さ
ん
)
。

議
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
乙
と
選
挙
と
金
の
問
題
で
は
、
ァ

に
刺
激
さ
れ
て
結
成
。
四
十
州
メ
リ
カ
で
は
長
年
の
運
動
の
結

に
三
万
五
千
人
の
会
員
が
お
果
、
女
性
も
資
金
調
達
能
力
が

り
、
女
性
候
補
者
へ
の
支
援
、
つ
い
て
き
た
と
い
う
。
イ
ギ
リ

資
金
援
助
等
を
し
て
い
る
。
ニ
ス
で
は
政
治
資
金
に
つ
い
て
厳

十
二
年
の
活
動
の
成
果
は
、
連
レ
い
規
制
が
あ
り
、
汚
い
金
は

邦
議
会
の
女
性
議
員
が
下
院
で
使
え
な
い
仕
組
み
。
乙
れ
は
女

四
十
七
人
、
上
院
で
六
人
と
な
性
に
と
っ
て
と
て
も
有
利
。
た

だ
し
「
女
性
の
場
合
は
候
補
に

選
ば
れ
る
の
が
大
変
。
私
の
場

合
選
挙
運
動
の
前
に
二
千
附
ン
使

っ
た
」
(
ク
l
タ
パ
ン
)
。
「韓

国
で
は
、
比
例
代
表
で
出
る
場

合
は
金
が
か
か
ら
な
い
。
ポ
ス

タ
ー
、
パ
ン
フ
、
テ
レ
ビ
ト
ー

ク
シ
ョ
l
=
一
回
は
政
府
の
金
で

や
れ
る
。
韓
国
は
個
人
献
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
な
ど
問
題
が
あ
る
」
(
金
)
。

女
性
と
政
治
に
つ
い
て
は

「
私
は
職
業
を
も
っ
た
乙
と
の

な
い
人
間
だ
が
、
幅
広
い
経
験

が
政
治
の
世
界
に
役
立
つ
と
思

う
。
女
性
は
自
ら
の
可
能
性
に

め
ざ
め
な
け
れ
ば
な
ろ
な
い
」

(
ク
l
タ
パ
ン
)
。

「
女
性
党

は
受
り
い
れ
で
も
ち
-
え
な
い
。

N
W
P
Cは
H
女
性
党
H

に
な

る
つ
も
り
は
な
い
。
女
性
に
力

点
を
持
つ
党
を
作
る
乙
と
だ
。

女
性
は
あ
き
ら
め
る
な
。
敗
北

も
い
い
経
顧
に
な
る
乙
と
を
男

ハーシュパーグさん

そ
変
革
の
旗
手

日
・
米
・
英
・
韓
国

女
性
の
状
況
報
告

熱
気
あ
る
話
し
合
い

の
要
因
は
、
小
選
挙
区
と
女
性

に
好
意
的
で
な
い
政
党
マ
女
性

の
政
治
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
草

の
根
レ
ベ
ル
、
等
分
析
。
女
性

は
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

も
ち
活
発
に
運
動
し
て
い
る

が
、
公
的
な
政
治
の
場
に
は
な

か
な
か
:
:
:
と
い
う
の
が
ρ
世

界
的
な
現
実
H

の
よ
う
だ
。

つ
い
で
、
〈
報
告
と
討
議
・

政
治
謹
出
へ
の
女
性
の
取
り
組

み
〉
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
8
0

oグ
ル
ー
プ
議
長
・
ニ
コ
ラ
・

ク
l
タ
パ
ン
さ
ん
か
ろ
。

q
D

0
グ
ル
ー
プ
は
国
会
議
院
H
下

院
・
六
百
五
十
人
口
の
半
数
を

女
性
に
と
の
願
い
で
一
九
八
O

年
に
で
き
た
グ
ル
ー
プ
。
イ
ギ

リ
ス
は
女
性
参
政
権
が
実
現
し

て
七
十
五
周
年
、
は
じ
め
て
の

女
性
議
員
が
出
た
の
は
一
九
一

九
年
だ
が
、
女
性
議
員
の
数
は

な
か
な
か
喧
え
な
か
っ
た
。
一

九
九
二
年
に
記
録
的
に
伸
び
六

十
人
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

九
・
二
婦
に
す
ぎ
な
い
。
女
性

大
臣
が
二
人
。
女
性
首
相
が
十

一
年
続
い
た
の
に
な
ぜ
乙
の
状

態
か
。
子
育
て
等
女
性
の
活
動
を
妨

げ
る
要
因
が
多
く
、
女
性
も
諦

め
が
ち
。
政
党
内
で
も
候
補
者

選
考
設
階
で
壁
が
高
い
。
そ
乙

で
3
0
0グ
ル
ー
プ
は
、
超
党

派
で
女
性
候
補
者
を
励
ま
し
、

立
候
補
希
望
者
に
は
各
党
の
選

考
手
続
き
等
を
無
料
で
助
言
す

る
。
現
在
3
0
0グ
ル
ー
プ
の

も
っ
と
も
重
要
な
活
動
は
政
策

作
り
と
選
挙
技
術
の
研
修
で
あ

る
。
な
お
、
ク
ー
タ
パ
ン
さ
ん

自
身
も
九
二
年
の
下
院
議
員
選

に
立
候
補
、
落
選
し
て
い
る
。

次
に
韓
国
女
性
政
治
聯
盟
副

会
長
の
金
賢
子
さ
ん
の
墾
口
。

金
さ
ん
も
八
一
年
か
ら
八
八
年

ま
で
国
会
議
員
(
民
正
党
)
だ
っ

た。
韓
国
で
立
憲
政
治
が
始
ま
っ

て
以
来
(
一
九
四
八
年
)
、
国

会
(
一
院
制
)
に
当
選
し
た
議

員
延
べ
三
千
二
百
三
十
三
人

中
、
女
性
は
わ
ず
か
五
十
六
人
。

こ
の
五
十
六
人
も
選
挙
区
か
ら

小
選
挙
区
制
は
女
性
に
不
利

叫J口さfv

は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
二
目
立

て
ば
知
名
度
も
あ
が
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
女
性
の
市
長
が
当
り

前
に
な
っ
て
き
た
」
(
ハ
l
シ
ュ

パ
l
グ
)
。

各
国
の
状
況
は
ち
が
う
が
、

女
性
の
問
題
に
共
通
点
の
多
い

乙
と
が
確
認
さ
れ
た
。
日
本
で

科
地
方
議
会
へ
女
性
が
進
出
、

金
の
か
か
ち
ぬ
選
挙
を
し
て
い

る
。
乙
れ
と
そ
政
治
改
革
で
は

な
い
か
」
と
山
口
さ
ん
。

最
後
に
永
ル
ソ
ン
さ
ん
が

「
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

は
じ
め
の

一
歩
。
女
性
は
自
信

を
つ
け
、
候
補
に
立
と
う
。
女

性
乙
そ
変
革
の
旗
手
」
と
ま
と

め
た
。)

ア
メ
リ
カ
も
悲
し

¥
ぽ
一
い
国
に
な
っ
た
と
思

て
心
て
っ
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

/
わ
¥
晩
、
パ
ー
テ
ィ
会
場

〆
¥
と
ま
ち
が
え
て
や
っ

て
き
た
留
学
中
の
日
本
人
高
校

生
を
射
殺
し
た
人
に
、
陪
審
が

全
員

一
致
で
無
罪
の
評
決
O
H

無

罪
H

は
多
少
予
想
し
て
い
た
が
、

テ
レ
ビ
で
見
る
人
々
の
反
応
に

び
っ
く
り
し
た
。
「
当
然
の
評

決
」
「
銃
が
な
け
れ
ば
乙
ち
ら

が
殺
さ
れ
る
の
よ
」

V
銃
の
所

持
が
許
さ
れ
て
い
る
社
会
と
そ

う
で
な
い
社
会
の
差
か
。
そ
れ

に
し
て
も
ま
ち
が
え
て
人
を
殺

し
て
し
ま
っ
た
乙
と
に
心
は
痛

ま
な
い
の
か
。
家
の
中
に
無
理

や
り
入
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
玄
関
の
ド
ア
の
方
に
向

っ
て
い
た
だ
り
だ
。
な
ぜ
、
そ

ん
な
に
恐
怖
感
を
抱
く
の
か
?

V
二
十
年
前
、
ア
メ
リ
カ
に
住

ん
で
い
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
晩

は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の

と
き
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
よ

り
正
月
よ
り
楽
し
み
多
い
夜
だ

っ
た
。
ど
の
家
に
行
っ
て
も
お

菓
子
が
も
ら
え
る
。
子
供
た
ち

は
自
分
の
身
体
の
半
分
は
あ
ろ

う
か
と
い
う
大
き
な
袋
を
抱

え
、
仮
装
を
し
て
家
か
ら
家
へ

と
練
り
歩
く
。
当
時
で
も
ア
メ

リ
カ
の
大
都
会
に
は
コ
ワ
イ
人

が
い
て
、
リ
ン
ゴ
に
カ
ミ
ソ
リ

の
刃
を
さ
し
乙
ん
で
子
供
に
与

え
、
大
ケ
ガ
を
し
た
と
い
う
事

件
が
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
郊

外
ゃ
い
な
か
の
町
は
平
和
な
も

の
だ
っ
た
。
子
供
の
袋
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
手
づ
く
り
の
ク

ッ
キ
ー
な
ど
が
き
れ
い
な
紙
に

包
ま
れ
て
入
っ
て
い
て
心
和
ん

だ
も
の
だ
V
ア
メ
リ
カ
が
ど
れ

ほ
ど
変
っ
た
か
。
私
に
は
わ
か

ち
な
い
。
あ
る
い
は
事
件
の
起

き
た
こ
の
地
区
が
異
常
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
な
か

の
町
で
も
全
体
に
治
安
が
悪
化

し
、
銃
を
持
ち
自
ら
身
を
守
る

人
が
ふ
え
て
い
る
ら
し
い
V
し

か
し
H

銃
H

が
こ
と
を
解
決
す

る
だ
ろ
う
か
。
H

武
器
に
よ
る

謹
身
H

は
憎
し
み
だ
け
を
増
し
、

武
器
が
持
っ
て
い
る
た
め
に
一

層
不
安
を
増
し
、
人
々
の
心
を

荒
ま
せ
る
。
ま
す
ま
す
治
安
は

悪
化
し
、
こ
と
は
悪
く
な
る
だ

り
で
あ
ろ
う
。
暴
力
は
な
ん
の

解
決
に
も
な
ら
な
い
の
に
、
と

思っ
。

木
は
、
心
で
て
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川

白

土
晦
日
の
朝
九
時
、
電
話
が
は
、
二
児
の
母
親
、
そ
し
て
フ
ど
っ
ち
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
年
聞
に
約
=
千
万
ド
ル
(
お
よ
震
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
と
が
民
主
豊
富
に
と
っ
て
不
川

什
鳴
っ
た
。
「
今
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
リ
l
ラ
ン
ス
の
著
奨
励
金
コ
に
資
金
援
助
を
す
べ
き
か
を
ア
り
、
資
金
集
め
を
し
た
り
、
車
そ
=
一
千
三
百
万
円
)
の
助
成
金
尋
ね
る
失
「
室
に
多
織
に
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
と
と
を
州

川

和

ス
に
発
つ
と
こ
ろ
、
木
曜
日
に
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
。
ド
パ
イ
ス
す
る
の
が
彼
女
の
仕
の
根
の
映
像
作
め
を
促
進
す
る
議
像
作
家
に
提
供
し
た
。
と
な
っ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
ェ
譲
さ
せ
た
の
は
、
映
像
豪

州

問

戻
っ
て
き
て
金
曜
日
に
は
ワ
ア
メ
リ
カ
に
は
、
イ
ン
デ
ペ
事
で
あ
る
。
仕
事
を
行
な
っ
た
。
い
く
つ
か
乙
で
は
産
省
主
笹
く
の
イ
ズ
、
生
語
、
反
人
種
差
別
、
遼
と
そ
妥
持
者
の
運
動
だ
っ
剛

山

B
フ

シ
ン
ト
ン
に
行
く
の
。
今
週
は
ン
デ
ン
ト
の
映
像
作
家
に
資
金
リ
リ
ア
ン
は
ま
ず
大
巻
、
の
映
像
グ
ル
ー
プ
で
働
い
た
を
援
助
す
る
た
め
の
特
別
な
プ
女
性
の
文
化
を
取
り
扱
う
も
た
の
だ
号
つ
だ
。

州

議

選

と

一

緒

に

過

む

す

時

間

援

助

長

窪

う

団

体

が

多

数

存

の

、

メ

デ

ィ

ア

の

新

し

い

可

能

「

マ

イ

ノ

ソ

テ

ィ

の

入

閣

が

川

…
s
m初
日
立
宍
河
川
河
川
口
汁
弓

資
金
援
助
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

諸
問
諸
説
日
M
U
U
U
河口
μ
川

州

最

宣

還

3叶
---JJ

費

調

講

フ

ォ

l

・
ジ
・
ア

l

ッ

、

ナ

シ

え

て

く

れ

た

。
女
性
は
も
ち
ろ
よ
っ
て
自
分
遠
の
イ
メ
ー
ジ
を
川

出

襲

警

ョ

ナ

ル

エ

ン

S
メ
ン
ト

リ

リ

ア

ン

・

ヒ

メ

ネ

ス

さ

ん

ん
、
白
人
採

z
i
g
-
B豊富
山

川

韮

ー

コ
鯵

務

署

フ

方

1

1

ヒ

ュ

!

?

一

一

テ

や

レ

ズ

ビ

ア

ン

遥

の

映

像

制

作

復

す

る

。そ
の
と
と
に
よ
っ
て
…

い引舗

網
遡

緩

J
J
S
制
時

ィ

、

イ

ン

テ

ベ

ン

テ

ン

ト

・

テ

援

助

に

力

を

入

れ

て

い

る

と

自

分

が

乙

の

基

を

変

え

て

い

酬

l

汎
引
量

一ふ
〓
+
¥
炉
、
〉ト

〓同
庁比

レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

・
サ
ー
ビ
ス
次
に
彼
女
の
育
っ
た
ヒ
ス
パ
-
一
後
、
一
九
八
一
年
に
ア
ィ
ル
ム
ロ
グ
ラ
ム
も
作
っ
た
。
そ
し
て
も
。

く
力
を
持
つ
存
在
だ
と
い
う
乙
州

議

議

C
X議
馳

等
、
荷
量
州
の
芸
術
助
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
オ
l

・

フ
ァ
ン
ド
と
い
う
財
団
の
プ
室
、
彼
女
は
、
フ
リ
l
ラ
ン
「
ず
い
ぶ
望
ん
で
い
て
う
と
を
議
し
新
し
い
生
き
方
を

川

5
d
v隠
滅

ヂ

一ち
¥
，
捕

成
の
団
体
で
あ
る
芸
術
評
織
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
と
な
ス
で
マ
ッ
カ
l
サ
l
富
士
ち
や
ま
し
い
わ
」
と
思
わ
ず
口
見
い
だ
す
と
与
で
き
る
」

。
川

川

必

画
正
存

¥
ι:一
一
一
よ
会
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ロ
ッ
後
、
ヤ
ン
グ
・
フ
ィ
ル
タ
ー
っ
た
。こ
れ
は
大
き
な
変
化
だ
。

ュ
l
ヨ
1
ク
州
審
議
会
な
に
し
た
ら
、
「
普
か
き
ん
な
実
績
ど
理
想
に
支
え
ら
れ
た
リ
川

四

阻

陵

同

列

。一

・
拙
い

ク
フ
ェ
ラ
l
財
団
、
フ
ォ
ー
ド
カ
!
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
デ
ペ
ン
な
に
し
ろ
、
お
金
持
集
め
る
側
ど
、
名
前
が
あ
げ
き
れ
な
い
ほ
ふ
つ
だ
っ
た
わ
り
じ
ゃ
な
い
の
リ
ア
ン
の
自
信
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
川

川

面

司

F
A
隣
人

J
d
財
団
、
マ
ッ
カ
!
?
財
団
を
デ
ン
ト
映
像
作
家
組
織
の
デ
ィ
か
ら
、
映
像
作
家
に
資
金
を
提
ど
た
く
さ
ん
の
重
要
な
撃
や
主
リ
リ
ア
ン
。政
府
や
様
々
は
、
今
日
産
雲
乙
と
が
ぶ

ー

ー

川

臨

ぺ

h
h
w
筆
頭
に
何
十
も
の
財
団
が
あ
レ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
供
す
る
側
に
な
っ
た
の
だ
。
八
財
団
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
な
財
団
に
、
「
新
し
い
芸
術
形

い
。

川

川

E
i

s
Bj
i

る
。
こ
れ
ら
の
基
金
、
財
団
に
は
、
映
像
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
八
年
に
は
、
社
会
問
題
を
怒
っ
て
、
西
へ
東
へ
と
活
飽
し
て
い
態
と
し
て
の
映
像
の
可
能
性
、
川
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ひ
と
つ
う
え
の
本
格
木
造
住
宅
で
あ
り
た
い
0
M
m

羽
山
引
割
引
制

E
割
引
相
陥

畳

の

そ

障

子

越

し

の

や

さ

し

い

光

。

木

の

を

、

そ

こ

に

住

む

人

の

自

治F
E
 
nu 

心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
勺
私
た
ち
「
ホ

l
メ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
」
の
殖
産
住
宅

殖産住宅

本社(干151) 

東京都渋谷区代4木2-1ト17
TEL.03-3370-120 1 

は
、
こ
の
木
の
良
さ
を
活
か
し
た
、
も
う
ひ
と
つ
う
え
の
本
格
木
造
住

宅
を
ご
提
案
し
ま
す
勺
親
子
が
気
持
ち
よ
く
同
居
す
る
た
め
の
二
世

T
E
 

n
b
 

r
E
 

M
m
 
nu 

応
し
い
そ
ん
な
木
の
家
を
、
ぜ
ひ
ホ

l
メ
ス
ト
で
実

現
し
て
く
だ
さ
勺

Hn

帯
住
宅
、
来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
に
備
え
た
安
心
住
宅
、
限
ら
れ
た

土
地
を
有
効
に
活
か
す

3
階

建

住

宅

な

ど
。
常

に

高

品

質
、で

高

機

能

:材ト
1-10阿ESi1t

な
住
ま
い
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
勺
長
く
住
む
は
ど
に
実
感
で
き

る
、
居
心
地
の
よ
い
住
ま
い
。
本
物
の
味
わ
い
を
知
る
あ
な
た
に
、
』
そ
相
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|市川房枝生誕百年記念国際シンポジウム 1

こ
と
し
は
市
川
房
枝
さ
ん
が
生
ま
れ
て
百
年
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
百
年
記
念
事
業
の
し
め
く
く

り
と
し
て
ぺ
市
川
さ
ん
の
誕
生
日
で
あ
る
五
月
+
五
日
出
の
午
後
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
と

政

治
:
:
:
進
出
へ
の
実
践
と
方
法
」
が
東
京
・
千
駄
ケ
火
口
の
津
田
ホ
ー
ル
で
聞
か
れ
た
。
目
、
米
、
英
、

韓
国
の
四
ヵ
国
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
が
、
国
柄
が
ち
が
っ
て
も
女
性
の
問
題
は
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
、
会
場
か
ら
も
質
問
が
相
つ
ぎ
、
熱
気
あ
る
話
し
あ
い
と
な
っ
た
。

ネルソンさん

クータパンさん

) " 
金さん

女
性
こ

最
初
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
教
授

.
パ
l
パ
ラ
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん

の
基
調
報
告
。
永
ル
ソ
ン
さ
ん

は
、
先
ご
ろ
四
十
三
カ
国
五
十

九
人
の
研
究
者
が
共
同
し
て
行

っ
た
〈
政
治
と
女
性
〉
の
調
査

の
結
果
か
ら
問
題
を
提
起
。
各

国
の
宮
荷
を
具
体
的
に
説
明
し

な
が
ら
、
マ
女
性
運
動
は
ま
ず

ま
ず
活
発
に
な
り
、
広
が
っ
て

い
る
マ
女
性
は
す
べ
て
の
問
題

に
関
心
が
あ
る
マ
女
性
は
男
性

と
同
等
の
政
治
上
の
地
位
を
も

っ
て
い
な
い
マ
女
性
が
政
治
の

分
野
に
関
わ
る
の
を
阻
む
最
大

り
全
議
員
の
一

O
%
を
超
え

た
。
州
議
会
の
女
性
議
員
は
五

秒
以
下
だ
っ
た
の
が
ニ

0
・
四

物
に
増
え
た
。
N
W
P
C以
外

の
女
性
に
よ
る
政
治
活
動
団
体

も
あ
り
、
一
九
九
二
年
中
に
女

性
諸
国
体
は
、
女
性
候
補
者
に

千
百
五
十
五
万
八
千
七
百
十
二

下
山
(
約
十
三
億
円
)
を
寄
付
し

た
。山
口
み
つ
子
さ
ん
(
側
市
川

房
枝
記
念
会
常
務
理
事
)
か
ち

日
本
の
状
況
報
告
が
あ
っ
た
あ

と
後
半
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
現
職
の
識
員
の
参
加
も
多

く
、
活
発
な
質
問
が
相
つ
ぎ
、

質
問
時
閣
を
倍
に
増
や
し
て
も

質
問
で
き
な
い
人
が
出
た
ほ

ど
。質
問
を
踏
ま
-
え
て
討
論
に
入

っ
た
が
、
ま
ず
話
題
と
な
っ
た

選
出
さ
れ
た
の
は
十
六
人
(
実
の
は
選
挙
制
度
の
問
題
。
英、

数
は
七
人
)。

残
り
は
比
例
代
米
は
小
選
挙
区
制
が
定
着
し
す

表
で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
世
界
ぎ
て
い
て
変
え
る
の
は
む
ず
か

の
流
れ
と
は
逆
に
、
韓
国
の
女
し
い
よ
う
だ
が
、
小
選
挙
区
制

性
国
会
議
員
は
減
少
、
現
在
は
「
現
職
の
九
割
が
選
ば
れ
る
」

四
人
(
二
百
九
十
九
人
中
。
全

(米
)
、
「
政
権
を
握
っ
た
方

部
比
例
区
選
出
)
。
韓
国
女
性
が
独
占
す
る
。
女
性
に
は
有
利

政
治
聯
盟
は
、
女
性
候
補
が
敗
で
、
北
欧
が
女
性
議
員
が
多
い

遺
し
た
九
一
年
四
月
の
地
方
選
の
は
比
例
代
表
制
だ
か
ら
」

の
あ
と
、
よ
り
行
動
的
な
組
織
(
英
)
と
小
選
挙
区
制
が
女
性

を
め
ざ
し
て
、
米
女
性
政
、
台
連
に
不
利
と
い
う
意
見
で

一
致
。

盟
を
モ
デ
ル
に
設
立
。
教
育
、
韓
国
は
以
前
複
数
制
だ
っ
た
の

調
査
、
研
究
、
女
性
候
補
者
の
を
小
選
挙
区
に
奪
え
女
性
の
数

支
援
、
政
党
に
対
す
る
提
案
。

が
減
っ
た
。

「
一
人
と
い
う
と

き
れ
い
な
選
挙
運
動
等
の
活
動
ど
う
し
て
も
男
を
選
ぶ
。
女
性

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

候
補
五
人
が
第
二
位
で
涙
を
の

つ
い
で
全
米
女
性
政
治
連
盟
ん
だ
。
韓
国
の
女
性
は
今
、
選

(
N
W
P
C
)
副
会
長
ジ
ュ
デ
挙
区
を
広
げ
る
運
動
を
し
て
い

ィ
ス

・
ハ
lNJ
ュ
パ
!
グ
さ
ん
る
。
日
本
は
逆
の
動
き
の
よ
う

の
報
告
。
N
W
P
Cは
、
一
九
だ
が
、
日
本
の
女
性
団
体
は
、

七
O
年
、
男
女
平
等
の
権
利
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
」

つ
い
て
の
憲
法
改
正
実
が
連
邦
(
金
さ
ん
)
。

議
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
乙
と
選
挙
と
金
の
問
題
で
は
、
ァ

に
刺
激
さ
れ
て
結
成
。
四
十
州
メ
リ
カ
で
は
長
年
の
運
動
の
結

に
三
万
五
千
人
の
会
員
が
お
果
、
女
性
も
資
金
調
達
能
力
が

り
、
女
性
候
補
者
へ
の
支
援
、
つ
い
て
き
た
と
い
う
。
イ
ギ
リ

資
金
援
助
等
を
し
て
い
る
。
ニ
ス
で
は
政
治
資
金
に
つ
い
て
厳

十
二
年
の
活
動
の
成
果
は
、
連
レ
い
規
制
が
あ
り
、
汚
い
金
は

邦
議
会
の
女
性
議
員
が
下
院
で
使
え
な
い
仕
組
み
。
乙
れ
は
女

四
十
七
人
、
上
院
で
六
人
と
な
性
に
と
っ
て
と
て
も
有
利
。
た

だ
し
「
女
性
の
場
合
は
候
補
に

選
ば
れ
る
の
が
大
変
。
私
の
場

合
選
挙
運
動
の
前
に
二
千
附
ン
使

っ
た
」
(
ク
l
タ
パ
ン
)
。
「韓

国
で
は
、
比
例
代
表
で
出
る
場

合
は
金
が
か
か
ら
な
い
。
ポ
ス

タ
ー
、
パ
ン
フ
、
テ
レ
ビ
ト
ー

ク
シ
ョ
l
=
一
回
は
政
府
の
金
で

や
れ
る
。
韓
国
は
個
人
献
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
な
ど
問
題
が
あ
る
」
(
金
)
。

女
性
と
政
治
に
つ
い
て
は

「
私
は
職
業
を
も
っ
た
乙
と
の

な
い
人
間
だ
が
、
幅
広
い
経
験

が
政
治
の
世
界
に
役
立
つ
と
思

う
。
女
性
は
自
ら
の
可
能
性
に

め
ざ
め
な
け
れ
ば
な
ろ
な
い
」

(
ク
l
タ
パ
ン
)
。

「
女
性
党

は
受
り
い
れ
で
も
ち
-
え
な
い
。

N
W
P
Cは
H
女
性
党
H

に
な

る
つ
も
り
は
な
い
。
女
性
に
力

点
を
持
つ
党
を
作
る
乙
と
だ
。

女
性
は
あ
き
ら
め
る
な
。
敗
北

も
い
い
経
顧
に
な
る
乙
と
を
男

ハーシュパーグさん

そ
変
革
の
旗
手

日
・
米
・
英
・
韓
国

女
性
の
状
況
報
告

熱
気
あ
る
話
し
合
い

の
要
因
は
、
小
選
挙
区
と
女
性

に
好
意
的
で
な
い
政
党
マ
女
性

の
政
治
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
草

の
根
レ
ベ
ル
、
等
分
析
。
女
性

は
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

も
ち
活
発
に
運
動
し
て
い
る

が
、
公
的
な
政
治
の
場
に
は
な

か
な
か
:
:
:
と
い
う
の
が
ρ
世

界
的
な
現
実
H

の
よ
う
だ
。

つ
い
で
、
〈
報
告
と
討
議
・

政
治
謹
出
へ
の
女
性
の
取
り
組

み
〉
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
8
0

oグ
ル
ー
プ
議
長
・
ニ
コ
ラ
・

ク
l
タ
パ
ン
さ
ん
か
ろ
。

q
D

0
グ
ル
ー
プ
は
国
会
議
院
H
下

院
・
六
百
五
十
人
口
の
半
数
を

女
性
に
と
の
願
い
で
一
九
八
O

年
に
で
き
た
グ
ル
ー
プ
。
イ
ギ

リ
ス
は
女
性
参
政
権
が
実
現
し

て
七
十
五
周
年
、
は
じ
め
て
の

女
性
議
員
が
出
た
の
は
一
九
一

九
年
だ
が
、
女
性
議
員
の
数
は

な
か
な
か
喧
え
な
か
っ
た
。
一

九
九
二
年
に
記
録
的
に
伸
び
六

十
人
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

九
・
二
婦
に
す
ぎ
な
い
。
女
性

大
臣
が
二
人
。
女
性
首
相
が
十

一
年
続
い
た
の
に
な
ぜ
乙
の
状

態
か
。
子
育
て
等
女
性
の
活
動
を
妨

げ
る
要
因
が
多
く
、
女
性
も
諦

め
が
ち
。
政
党
内
で
も
候
補
者

選
考
設
階
で
壁
が
高
い
。
そ
乙

で
3
0
0グ
ル
ー
プ
は
、
超
党

派
で
女
性
候
補
者
を
励
ま
し
、

立
候
補
希
望
者
に
は
各
党
の
選

考
手
続
き
等
を
無
料
で
助
言
す

る
。
現
在
3
0
0グ
ル
ー
プ
の

も
っ
と
も
重
要
な
活
動
は
政
策

作
り
と
選
挙
技
術
の
研
修
で
あ

る
。
な
お
、
ク
ー
タ
パ
ン
さ
ん

自
身
も
九
二
年
の
下
院
議
員
選

に
立
候
補
、
落
選
し
て
い
る
。

次
に
韓
国
女
性
政
治
聯
盟
副

会
長
の
金
賢
子
さ
ん
の
墾
口
。

金
さ
ん
も
八
一
年
か
ら
八
八
年

ま
で
国
会
議
員
(
民
正
党
)
だ
っ

た。
韓
国
で
立
憲
政
治
が
始
ま
っ

て
以
来
(
一
九
四
八
年
)
、
国

会
(
一
院
制
)
に
当
選
し
た
議

員
延
べ
三
千
二
百
三
十
三
人

中
、
女
性
は
わ
ず
か
五
十
六
人
。

こ
の
五
十
六
人
も
選
挙
区
か
ら

小
選
挙
区
制
は
女
性
に
不
利

叫J口さfv

は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
二
目
立

て
ば
知
名
度
も
あ
が
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
女
性
の
市
長
が
当
り

前
に
な
っ
て
き
た
」
(
ハ
l
シ
ュ

パ
l
グ
)
。

各
国
の
状
況
は
ち
が
う
が
、

女
性
の
問
題
に
共
通
点
の
多
い

乙
と
が
確
認
さ
れ
た
。
日
本
で

科
地
方
議
会
へ
女
性
が
進
出
、

金
の
か
か
ち
ぬ
選
挙
を
し
て
い

る
。
乙
れ
と
そ
政
治
改
革
で
は

な
い
か
」
と
山
口
さ
ん
。

最
後
に
永
ル
ソ
ン
さ
ん
が

「
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

は
じ
め
の

一
歩
。
女
性
は
自
信

を
つ
け
、
候
補
に
立
と
う
。
女

性
乙
そ
変
革
の
旗
手
」
と
ま
と

め
た
。)

ア
メ
リ
カ
も
悲
し

¥
ぽ
一
い
国
に
な
っ
た
と
思

て
心
て
っ
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

/
わ
¥
晩
、
パ
ー
テ
ィ
会
場

〆
¥
と
ま
ち
が
え
て
や
っ

て
き
た
留
学
中
の
日
本
人
高
校

生
を
射
殺
し
た
人
に
、
陪
審
が

全
員

一
致
で
無
罪
の
評
決
O
H

無

罪
H

は
多
少
予
想
し
て
い
た
が
、

テ
レ
ビ
で
見
る
人
々
の
反
応
に

び
っ
く
り
し
た
。
「
当
然
の
評

決
」
「
銃
が
な
け
れ
ば
乙
ち
ら

が
殺
さ
れ
る
の
よ
」

V
銃
の
所

持
が
許
さ
れ
て
い
る
社
会
と
そ

う
で
な
い
社
会
の
差
か
。
そ
れ

に
し
て
も
ま
ち
が
え
て
人
を
殺

し
て
し
ま
っ
た
乙
と
に
心
は
痛

ま
な
い
の
か
。
家
の
中
に
無
理

や
り
入
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
玄
関
の
ド
ア
の
方
に
向

っ
て
い
た
だ
り
だ
。
な
ぜ
、
そ

ん
な
に
恐
怖
感
を
抱
く
の
か
?

V
二
十
年
前
、
ア
メ
リ
カ
に
住

ん
で
い
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
晩

は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の

と
き
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
よ

り
正
月
よ
り
楽
し
み
多
い
夜
だ

っ
た
。
ど
の
家
に
行
っ
て
も
お

菓
子
が
も
ら
え
る
。
子
供
た
ち

は
自
分
の
身
体
の
半
分
は
あ
ろ

う
か
と
い
う
大
き
な
袋
を
抱

え
、
仮
装
を
し
て
家
か
ら
家
へ

と
練
り
歩
く
。
当
時
で
も
ア
メ

リ
カ
の
大
都
会
に
は
コ
ワ
イ
人

が
い
て
、
リ
ン
ゴ
に
カ
ミ
ソ
リ

の
刃
を
さ
し
乙
ん
で
子
供
に
与

え
、
大
ケ
ガ
を
し
た
と
い
う
事

件
が
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
郊

外
ゃ
い
な
か
の
町
は
平
和
な
も

の
だ
っ
た
。
子
供
の
袋
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
手
づ
く
り
の
ク

ッ
キ
ー
な
ど
が
き
れ
い
な
紙
に

包
ま
れ
て
入
っ
て
い
て
心
和
ん

だ
も
の
だ
V
ア
メ
リ
カ
が
ど
れ

ほ
ど
変
っ
た
か
。
私
に
は
わ
か

ち
な
い
。
あ
る
い
は
事
件
の
起

き
た
こ
の
地
区
が
異
常
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
な
か

の
町
で
も
全
体
に
治
安
が
悪
化

し
、
銃
を
持
ち
自
ら
身
を
守
る

人
が
ふ
え
て
い
る
ら
し
い
V
し

か
し
H

銃
H

が
こ
と
を
解
決
す

る
だ
ろ
う
か
。
H

武
器
に
よ
る

謹
身
H

は
憎
し
み
だ
け
を
増
し
、

武
器
が
持
っ
て
い
る
た
め
に
一

層
不
安
を
増
し
、
人
々
の
心
を

荒
ま
せ
る
。
ま
す
ま
す
治
安
は

悪
化
し
、
こ
と
は
悪
く
な
る
だ

り
で
あ
ろ
う
。
暴
力
は
な
ん
の

解
決
に
も
な
ら
な
い
の
に
、
と

思っ
。

木
は
、
心
で
て
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川

白

土
晦
日
の
朝
九
時
、
電
話
が
は
、
二
児
の
母
親
、
そ
し
て
フ
ど
っ
ち
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
写
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
た
年
聞
に
約
=
千
万
ド
ル
(
お
よ
震
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
と
が
民
主
豊
富
に
と
っ
て
不
川

什
鳴
っ
た
。
「
今
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
リ
l
ラ
ン
ス
の
著
奨
励
金
コ
に
資
金
援
助
を
す
べ
き
か
を
ア
り
、
資
金
集
め
を
し
た
り
、
車
そ
=
一
千
三
百
万
円
)
の
助
成
金
尋
ね
る
失
「
室
に
多
織
に
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
と
と
を
州

川

和

ス
に
発
つ
と
こ
ろ
、
木
曜
日
に
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
。
ド
パ
イ
ス
す
る
の
が
彼
女
の
仕
の
根
の
映
像
作
め
を
促
進
す
る
議
像
作
家
に
提
供
し
た
。
と
な
っ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
ェ
譲
さ
せ
た
の
は
、
映
像
豪

州

問

戻
っ
て
き
て
金
曜
日
に
は
ワ
ア
メ
リ
カ
に
は
、
イ
ン
デ
ペ
事
で
あ
る
。
仕
事
を
行
な
っ
た
。
い
く
つ
か
乙
で
は
産
省
主
笹
く
の
イ
ズ
、
生
語
、
反
人
種
差
別
、
遼
と
そ
妥
持
者
の
運
動
だ
っ
剛

山

B
フ

シ
ン
ト
ン
に
行
く
の
。
今
週
は
ン
デ
ン
ト
の
映
像
作
家
に
資
金
リ
リ
ア
ン
は
ま
ず
大
巻
、
の
映
像
グ
ル
ー
プ
で
働
い
た
を
援
助
す
る
た
め
の
特
別
な
プ
女
性
の
文
化
を
取
り
扱
う
も
た
の
だ
号
つ
だ
。

州

議

選

と

一

緒

に

過

む

す

時

間

援

助

長

窪

う

団

体

が

多

数

存

の

、

メ

デ

ィ

ア

の

新

し

い

可

能

「

マ

イ

ノ

ソ

テ

ィ

の

入

閣

が

川

…
s
m初
日
立
宍
河
川
河
川
口
汁
弓

資
金
援
助
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

諸
問
諸
説
日
M
U
U
U
河口
μ
川

州

最

宣

還

3叶
---JJ

費

調

講

フ

ォ

l

・
ジ
・
ア

l

ッ

、

ナ

シ

え

て

く

れ

た

。
女
性
は
も
ち
ろ
よ
っ
て
自
分
遠
の
イ
メ
ー
ジ
を
川

出

襲

警

ョ

ナ

ル

エ

ン

S
メ
ン
ト

リ

リ

ア

ン

・

ヒ

メ

ネ

ス

さ

ん

ん
、
白
人
採

z
i
g
-
B豊富
山

川

韮

ー

コ
鯵

務

署

フ

方

1

1

ヒ

ュ

!

?

一

一

テ

や

レ

ズ

ビ

ア

ン

遥

の

映

像

制

作

復

す

る

。そ
の
と
と
に
よ
っ
て
…

い引舗

網
遡

緩

J
J
S
制
時

ィ

、

イ

ン

テ

ベ

ン

テ

ン

ト

・

テ

援

助

に

力

を

入

れ

て

い

る

と

自

分

が

乙

の

基

を

変

え

て

い

酬

l

汎
引
量

一ふ
〓
+
¥
炉
、
〉ト

〓同
庁比

レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

・
サ
ー
ビ
ス
次
に
彼
女
の
育
っ
た
ヒ
ス
パ
-
一
後
、
一
九
八
一
年
に
ア
ィ
ル
ム
ロ
グ
ラ
ム
も
作
っ
た
。
そ
し
て
も
。

く
力
を
持
つ
存
在
だ
と
い
う
乙
州

議

議

C
X議
馳

等
、
荷
量
州
の
芸
術
助
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
オ
l

・

フ
ァ
ン
ド
と
い
う
財
団
の
プ
室
、
彼
女
は
、
フ
リ
l
ラ
ン
「
ず
い
ぶ
望
ん
で
い
て
う
と
を
議
し
新
し
い
生
き
方
を

川

5
d
v隠
滅

ヂ

一ち
¥
，
捕

成
の
団
体
で
あ
る
芸
術
評
織
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
と
な
ス
で
マ
ッ
カ
l
サ
l
富
士
ち
や
ま
し
い
わ
」
と
思
わ
ず
口
見
い
だ
す
と
与
で
き
る
」

。
川

川

必

画
正
存

¥
ι:一
一
一
よ
会
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ロ
ッ
後
、
ヤ
ン
グ
・
フ
ィ
ル
タ
ー
っ
た
。こ
れ
は
大
き
な
変
化
だ
。

ュ
l
ヨ
1
ク
州
審
議
会
な
に
し
た
ら
、
「
普
か
き
ん
な
実
績
ど
理
想
に
支
え
ら
れ
た
リ
川

四

阻

陵

同

列

。一

・
拙
い

ク
フ
ェ
ラ
l
財
団
、
フ
ォ
ー
ド
カ
!
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
デ
ペ
ン
な
に
し
ろ
、
お
金
持
集
め
る
側
ど
、
名
前
が
あ
げ
き
れ
な
い
ほ
ふ
つ
だ
っ
た
わ
り
じ
ゃ
な
い
の
リ
ア
ン
の
自
信
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
川

川

面

司

F
A
隣
人

J
d
財
団
、
マ
ッ
カ
!
?
財
団
を
デ
ン
ト
映
像
作
家
組
織
の
デ
ィ
か
ら
、
映
像
作
家
に
資
金
を
提
ど
た
く
さ
ん
の
重
要
な
撃
や
主
リ
リ
ア
ン
。政
府
や
様
々
は
、
今
日
産
雲
乙
と
が
ぶ

ー

ー

川

臨

ぺ

h
h
w
筆
頭
に
何
十
も
の
財
団
が
あ
レ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
供
す
る
側
に
な
っ
た
の
だ
。
八
財
団
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
な
財
団
に
、
「
新
し
い
芸
術
形

い
。

川

川

E
i

s
Bj
i

る
。
こ
れ
ら
の
基
金
、
財
団
に
は
、
映
像
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
八
年
に
は
、
社
会
問
題
を
怒
っ
て
、
西
へ
東
へ
と
活
飽
し
て
い
態
と
し
て
の
映
像
の
可
能
性
、
川
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ひ
と
つ
う
え
の
本
格
木
造
住
宅
で
あ
り
た
い
0
M
m

羽
山
引
割
引
制

E
割
引
相
陥

畳

の

そ

障

子

越

し

の

や

さ

し

い

光

。

木

の

を

、

そ

こ

に

住

む

人

の

自

治F
E
 
nu 

心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
勺
私
た
ち
「
ホ

l
メ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
」
の
殖
産
住
宅

殖産住宅

本社(干151) 

東京都渋谷区代4木2-1ト17
TEL.03-3370-120 1 

は
、
こ
の
木
の
良
さ
を
活
か
し
た
、
も
う
ひ
と
つ
う
え
の
本
格
木
造
住

宅
を
ご
提
案
し
ま
す
勺
親
子
が
気
持
ち
よ
く
同
居
す
る
た
め
の
二
世

T
E
 

n
b
 

r
E
 

M
m
 
nu 

応
し
い
そ
ん
な
木
の
家
を
、
ぜ
ひ
ホ

l
メ
ス
ト
で
実

現
し
て
く
だ
さ
勺

Hn

帯
住
宅
、
来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
に
備
え
た
安
心
住
宅
、
限
ら
れ
た

土
地
を
有
効
に
活
か
す

3
階

建

住

宅

な

ど
。
常

に

高

品

質
、で

高

機

能

:材ト
1-10阿ESi1t

な
住
ま
い
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
勺
長
く
住
む
は
ど
に
実
感
で
き

る
、
居
心
地
の
よ
い
住
ま
い
。
本
物
の
味
わ
い
を
知
る
あ
な
た
に
、
』
そ
相



安寿 f、来斤降初釜を (2 ) 

と
し
て
い
る
」
と
言
う
。
に
も
選
単
制
度
を
含
め
て
や
る
る
と
と
は
必
定
。

参
加
者
の
多
く
か
ち
も
、
同
必
要
が
あ
っ
た
し
、
中
選
挙
区
参
加
者
か
ら
「
私
た
ち
が
推

織
の
意
見
が
上
が
っ
た
が
、
公
制
に
も
欠
陥
が
あ
る
。
一

0
3
す
人
が
出
ら
れ
な
い
選
挙
制
な

明
党
の
木
場
健
禾
郎
(
政
策
審
一
五
物
取
れ
ば
当
選
玄
る
。
汚
ら
意
味
は
な
い
」
「
与
野
党
が

隷
会
副
会
長
)
さ
ん
戸
担
屯
民
連
職
を
し
て
世
間
か
ち
非
難
さ
れ
逆
転
し
て
も
政
治
が
良
く
な
る

の
普
直
人
(
政
策
委
員
長
)
さ
で
も
、
固
い
支
持
者
が
い
れ
ば
と
は
思
わ
な
い
。
既
成
の
政
治

ん
は
「
私
た
ち
は
、
と
れ
ま
で
当
選
す
る
し
、
政
界
に
二
世
三
家
、
党
に
失
望
し
て
い
る
」
「
政

腐
敗
防
止
法
か
ら
や
司
令
っ
と
、
世
が
多
い
の
も
中
選
挙
区
の
弊
治
家
に
自
浄
作
用
が
な
け
れ

何
回
も
法
案
を
出
し
挑
戦
し
て
曹
」
と
税
関
。
そ
の
選
挙
制
度
ば
、
政
治
腐
敗
防
止
法
の
よ
う

き
た
。
あ
る
程
度
の
と
こ
R
ぎ
も
、
自
民
は
小
選
挙
区
制
か
ら
な
強
い
罰
則
が
必
要
匂
そ
れ

度
対
策
蚕
員
会
事
務
局
き
さ
で
行
く
と
、
自
民
党
か
ら
中
選
並
立
制
に
、
社
ム
は
、
併
用
を
先
に
や
る
べ
き
」
「
ガ
ラ
ス

ん
は
言
い
「
金
権
腐
敗
政
治
の
挙
区
制
だ
と
一
つ
の
区
に
複
数
制
か
ら
良
聞
政
治
臨
翻
が
提
唱
張
り
の
政
治
を
せ
よ
。
そ
の
た

根
絶
の
た
め
に
輪
じ
A
d
H
る
ベ
立
候
補
せ
ね
ば
な
ら
ず
同
士
討
し
た
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用
め
に
市
民
が
監
視
で
き
る
法

き
国
会
が
、
選
挙
制
度
に
す
り
ち
に
な
る
。
政
策
よ
り
サ
1
ビ
制
、
及
び
そ
れ
を
変
形
さ
せ
る
館
、
情
報
公
開
法
の
制
定
を
」

替
え
ら
れ
て
い
る
。
潜
挙
制
度
ス
合
戦
と
な
り
、
遺
挙
に
金
が
と
と
で
一
妥
節
す
る
動
き
を
見
せ
「
佐
川
問
題
を
選
挙
制
度
に
す

と
政
治
資
金
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
掛
る
。
選
挙
制
度
改
革
が
先
、
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
小
選
り
笛
え
て
い
る
。
徹
底
的
に
追

の
は
や
め
る
べ
き
。
国
民
の
意
と
逃
げ
ら
れ
る
。
自
民
党
が
溢
挙
区
制
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
及
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
厳

志
と
は
反
対
の
方
向
に
行
と
う
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
女
性
は
ま
玄
ま
す
出
に
く
く
な
し
い
意
見
が
栢
次
い
だ
。
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党
利
党
略
の
選
挙
制
度

企
業
• 
団
体
献
金
を
禁
止
せ
よ

腐
敗
政
治
を
断
つ
に
は
、
ま

ず
、
政
治
献
金
の
あ
り
方
に
と

そ
根
本
的
な
メ
ス
を
え
れ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

佐

川
・
金
丸
逮
捕
事
件
に
よ
っ
て

沸
き
上
が
っ
た
政
治
不
信
の
声

に
、
国
会
は
「
政
治
改
革
」
関

連
法
案
の
審
服
審
」
始
め
た
も
の

の
、
目
立
つ
の
は
選
挙
制
度
改

革
論
議
ば
か
り
。
業
を
煮
や
し

た
「
汚
職
に
関
係
し
た
候
補
者

に
投
票
を
し
な
い
連
語
を
す
す

め
愛
吉
」
〔
十
五
団
体
で
構
成
)

は
、
五
月
十
七
日
、
拳
麟
院
醸

貝
会
館
に
各
政
党
を
招
き
、
政

治
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
く
会
を
持
っ
た
。

愚
も
窓
見
高
き
た
い
自
民

党
は
、
当
日
の
正
午
ま
で
交
渉

を
続
け
た
が
欠
席
。
出
席
し
た

の
は
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共
産
、

社
民
奨
日
本
新
、
民
主
改
革

連
合
の
六
党
。

六
党
に
対
し
、
「
す
す
め
る

会
」
の
紀
平
悌
子
さ
ん
(
日
本

婦
人
有
権
者
同
盟
)
は
「
政
治

と
金
、
選
挙
と
金
の
関
わ
り
、

金
福
腐
敗
政
治
を
鮪
く
す
た
め

の
制
度
と
法
律
な
ど
を
中
心
に

聞
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

ま
ず
社
会
党
・
副
密
白
昼
の

小
樽
克
介
さ
ん
が
、
今
国
会
に

社
・
公
統
一
の
政
治
改
革
関
連

法
案
を
提
出
し
た
と
と
を
墾
ロ

し
、
内
容
に
つ
い
て
「
選
挙
違

反
省
の
連
陣
涯
の
対
象
を
、
秘

密
、
家
族
ま
で
一
拡
大
し
、
違
反

者
は
立
候
補
を
制
限
す
る
。
政

治
資
金
規
制
法
の
一連
反
者
も
五

年
間
の
公
民
橋
停
止
と
、
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
自
民

党
と
基
本
的
に
対
立
し
て
い
る

の
が
政
治
資
金
で
、
我
々
の
案

は
、
+
奨
・
団
体
か
ら
の
献
金

を
全
面
的
に
禁
正
し
て
い
る
」

と
説
闘
。
自
民
党
案
内
時
、
政
治
家
個
人

へ
の
献
金
は
禁
止
し
て
い
る

が
、
政
治
資
金
規
制
法
で
義
務

づ
け
ち
れ
て
い
る
資
金
の
記
帳

.
報
告
の
提
出
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。
政
治
団
体
へ
の
献
金
は

従
来
週
り
。
そ
の
上
新
た
に
政

党
へ
の
帝
襲
・
団
体
献
金
を
も

偲
め
、
し
か
も
、
上
限
は
現
存

の
一
億
か
ち
二
倍
の
ニ
憶
に
な

っ
て
い
る
。

「
政
治
の
浄
化
は
、
骨
薬
献

金
の
廃
止
が
根
幹
で
あ
る
の

に
、
自
民
党
は
枠
#
鉱
大
レ
た

上
に
、
税
底
上
の
優
遇
措
置
を

企
業
献
金
に
も
適
用
し
よ
う
と

し
て
い
る
」
戸
渠
産
党
の
木
島

日
出
夫
(
堅
毘
金
・
選
挙
制E見明を聞けどふ九三安九ゃるかたない霊参加者

面隊

道ゆく人に婚外子差閉臓廃を呼びかける

国
内
法
の
箆
備
が
必
須
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
行
の
日
本
の

園
内
法
で
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
出
生
届
出
用
紙
で
平
少
」
も
が

選
り
一
分
り
ら
れ
、
戸
籍
・
住
民

票
の
続
柄
欄
の
表
記
も
異
な

り
、
(
嫡
出
子
は
「
長
女
」
「
次

E
C
な
ど
と
飽
一
さ
れ
る
が
、
婚

外
子
は
「
女
」
「
男
」
の
み
)

ま
た
、
民
法
で
は
、
婚
外
子
と

嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
に
遣
い

を
設
け
、
婚
外
子
は
、
嫡
出
子

安
十
分
し
か
相
続
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

会
見
で
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
「
こ

う
し
た
法
制
度
は
、
世
界
人
橋

宣
言
(
お
条
)
、
国
際
人
権
規

約

(
B
規
約
)
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
(
問
条
)
に
も
違
反
し

て
い
る
こ
と
」
と
述
べ
、
多
く

の
人
選
に
婚
外
子
差
別
撤
廃
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
z

百っ

て
い
た
。

要
望
留
で
は
、
乙
ラ
レ
た
法

制
度
が
、
社
会
に
存
在
す
る
婚

外
子
差
別
を
助
長

・
強
花
レ
、

多
く
の
子
ど
も
に
深
い
人
権
侵

轡
を
丘
え一
、
子
ど
も
に
責
任
の

な
い
と
と
で
、
子
ど
も
を
差
別

す
る
と
と
は
、
子
ど
も
の
幸
福

を
願
い
、
人
権
を
保
障
し
よ
う

と
す
る
開
条
約
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
同
条
約
を
批

准
す
る
な
ら
、
園
内
法
や
制
度

を
広
く
見
直
し
、
明
ち
か
な
法

律
よ
、
差
別
の
あ
る
婚
外
子
差

別
を
即
時
撤
廃
す
べ
き
で
あ

り
、
婚
外
子
を
生
ん
だ
女
性
が

非
雛
や
侮
蔑
等
の
差
別
#
斐
り

る
と
と
愛
国
わ
せ
、
女
性
と
し

て
、
女
性
平
子
ど
も
亭
差
別
す

る
婚
外
子
差
別
撤
廃
者
掻
く
要

望
。
同
要
望
書
は
、
宮
沢
総
理

を
初
め
、
関
係
大
臣
に
宛
て
提

出
さ
れ
た
。

〈日曜日〉1993年 5月 30日国

各政党に
聞く会

セ
1
ジ

」

と

し

て

、

男

女

の

相

が

寄

っ

翻

査

研

究

活

動

、

啓

発

互

理

解

と

協

力

を

進

め

る

た

活

動

、

出

版

活

動

に

対

し

、

そ

め

、

意

賊

改

革

に

取

り

組

ん

で

の

思

業

費

の

三

分

の

一
、
一
件

い

る

。

あ

た

り

盲

万

円

を

限

度

に

、

資

そ

の

一

環

と

し

て

、

早

成

主

金

助

成

を

待

う

も

の

で

す

。

年
度
で
は

ご
三

l
パ
ー
ト
ナ

ま
た
、
男
女
が
共
に
あ

-A
6

1
講
座
」1
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

る
分
野
へ
相
互
粟
り
入
れ
の
で

関
係
を
築
と
う
と
す
盃
夫
婦
・

き
る
社
会
づ
く
り
へ
の
気
運
を

恋

人

な

ど

の

参

加

を

も

と

め

、

醸

成

す

る

た

め

、

「

大
阪
府
女

と
も
に
家
庭
生
活
の
喜
び
を
わ

怯

基

盃

賞

」

を

殴
け
て一
、
乙
れ

か

ち

あ

え

る

温

か

い

家

庭

を

桑

ま

で

に

な

い

発

想

で

男

女

平

等

く
た
め
の
窓
織
啓
発
を
行

お

う

金

の

運

用

益

を

活

用

し

て

、

「大

の
推
進
に
賃
献
し
た
個
人
、
固

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
庭
に

阪
府
ジ
ャ
ン
プ
活
動
助
成
事
体
を
鼠
彰
す
る
ほ
か
、
日
本
来

お
け
る
家
事
・
育
児
な
ど
、
日

業
」
を
実
腸
レ
草
す
。
と
の
一事
公
開
の
カ
ナ
ダ
等
の
女
性
関
週

常
生
活
の
場
で
は
、
依
然
と
「
)
大
阪
府
で
は
、
平
成
三
年
十
柴
は
男
女
平
等
#
薙
進
す
る
た
ビ
デ
オ
を
紹
介
す
る
「
女
性
映

で
女
性
の
側
に
大
き
な
負
担
事
』
月
に
創
霞
し
た
大
阪
府
女
性
基
め
に
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
団
体
像
祭
」
、
ニ
ュ

1
ワ
1
ク
に
関

一三
2
2
2
2=z
=
=一三
=-zzz-z=三
E一三=三=z=-==一三
=
E=喜一
一-Z
E
2
5
2
2
2
Z
E
E
-
E
E
=
=
=
一
室
主
主
主

発
を
図
る
。

一面
熊
本
市
水
前
寺

B
i
(代
)
叩
十

性
の
主
簡
な
生
き
方
や
活
動

ぎ
た
年
聞
を
通
じ
活
動
し
て

m

l
E鵬
・
3
8
3
・
l
l

に
欄
し
ず
、
指
導

・
助
言
が
で
き

い

た

だ

く

塾

生

を

一

般

県

民

と

る

人

材

を

妥

成

す

る

「
女
性
間

協

力

企

業

か

色

募

り

、

研

修

を

閤

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

護

成

事

業

」

行

い

、

男

女

共

同

参

画

型

社

会

や

、

女

性

を

め

ぐ

る

様

々

な

今

推

進

の

た

め

の

人

材

を

育

成

す

目

的

瞬

間

閣

に

つ

い

て

研

究

す

る

る

。

「

女

性

厨

題

研

究

車

警

を

実

。
実
聖
夜
H
熊
本
県
・
新

施

す

る

ほ

か

、

女

性

問

題

の

解

聞

社

、

協

貧

企

業

で

実

行

委

員

決

に

向

け

た

突

践

を

促

玄

九

め

会

を

組

織

。

の

機

会

と

し

て

「

ひ

ょ

う

ご

。
公
開
講
座
H
七
月

・
九

月

イ

ー

ブ

ン

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

等

の

・
十
一
月

・
三

月

に

開

催

予

啓

発

事

殺

を

行

い

ま

す

。

L

寄

①

生
若
創
造
大
字

の

塁
。

。
塾
生
鯛
座
H
年

十

五

回

開

県

民

の

様

々

な

学

習

ニ

l
ズ
に

催

予

定

。

応

え

、

新

し

い

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

F 

一
九
八
九
年
国
連
主
採
摂
さ

れ
た
「
平
ど
も
の
権
利
条
約
」
。

政
府
は
四
月
二
十
二
日
、
国
会

に
同
条
約
の
批
准
を
上
程
を

し
、
現
在
審
臓
が
続
行
中
で
あ

る
。
同
条
約
の
批
准
に
当
た
り
、

「
出
生
差
別
の
法
改
正
古
求
め

る
女
た
ち
の
会
」
亭
泊
め
、
婚

外
子
差
別
撤
磨
の
濃
動
を
し
て

い
歪
女
性
た
ち
は
、
十
九
日
、

塑
京
・
永
田
町
の
衆
際
院
第
一

蛾
員
会
館
で
記
者
会
見
を
開

き
、
『
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
「
子

ど
も
の
梅
利
条
約
」
の
批
准

生
ま
れ
な
が
ら
の
差
別
、
嫡
出

子
か
否
か
の
撤
廃
を
求
め
る
五

月
十
九
日
共
同
ア
ピ
ー
ル
』
を

行
い
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
差

別
、
嫡
出
か
し
苔
か
の
撤
廃
を
求

め
る
女
た
ち
の
要
望
曲
面
」
を
発

生まれながらの会差別、
嫡出か否かの撤廃を

会見するメンパー

表
。
会
見
後
、
衆
醸
院
議
員
面

会
所
前
で
、
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
三
百
本
を
遭
ゆ
く
人

に
阻
り
、
「
『
子
ど
も
の
権
利

条
約
』
批
准
は
嫡
出
か
否
か
の

子
ど
も
の
選
り
分
け
撤
廃
か

ち
」
者
穆
び
か
け
た
。

一
日
も
早
い
批
准
が
求
φ
ち

れ
る
同
条
約
で
は
あ
る
が
、
同

条
約
宇
託
准
す
る
た
め
に
は
、

す
る
情
報
芝
女
性
の
宍
椛
の
場

を
提
供
す
る
「
ニ
ュ

l
ワ
1
ク

ミ
1
ラ
ム
港
開
催
し
ま
す
。

現
在
建
設
中
の
ド
l
ン
セ
ン

タ
ー
(
大
阪
府
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
)
に
つ
い
て
は
、
来
年
秋

の
オ
1
7
Jを
め
ざ
し
建
股
と

事
業
等
の
単
備
を
進
め
ま
す
。

一T
川
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

二
l
一
1
ニ
!
二
宮

ω・
9
4

2
・Q
5
2
1
(直
)

離
縁~

ル
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

「
生
活
創
造
大
学
」
を
開
殴
し

ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

女
性
セ
ミ
ナ
ー
、
男
女
共
生
セ

ミ
ナ
ー
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
に
新

し
く
男
性
セ
ミ
ナ
ー
を
泊
え
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
な
幅
広
い

学
習
テ
!
?
を
一
取
り
上
げ
、
県

内
の
十
七
施
設
で
二
十
三
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

干

m
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
り
五
丁
目
十
一

宮

m・

3
R
f
3
l
R
6
(直
)
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、
久

句
f

h

織
り

i

一一

求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
考
-
え

直
し
、
申
蜜
的
な
平
等
を
実
現

す
る
た
め
の
き
っ
か
ゆ
と
な
れ

ば
、
と
考
え
て
い
る
。

一T
剛山
富
山
市
新
総
曲
輪
一
|

七
百
0
7
6
4芯
糾

・
2
7

1
9
(直
)

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市

担
当
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る

f 
。

第 1033号第 1033号(揖3種郵恒物認可)

新
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン

男
女
平
等
ヘ
資
金
援
助

黒
い
部
分
は
紹
介
済
み
の
地
区

.
印
は
今
回
紹
介
地
区

占
H

・
・
婦
人
少
年
課
・
・
品
H

食
生
活
文
化
部
女
性
政
策
課
食

副
主
幹

I
l
l
l守
杵
野

稔
子

署
長

l
i
l-
-v
圧
野

益
代

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
「
女
性

問
題
」
の
解
決
に
は
男
性
の
理

解
と
協
力
及
び
実
践
が
不
可
欠

富
山
県
で
は
、
平
成
四
年
度
で
あ
る
と
い
う
隠
織
に
基
づ

か
A
司
新
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン
」
き
、
「
男
性
へ
の
新
た
な
メ
ッ

-三三===主主====三
三三
-==三==三===皇室===三三===

富

山

県

公開講座や人材育成
治枝惨川元

女 福祉生活部県民生活総室女性行政室古

大

阪

府

熊

本

県

生
活
創
造
大
学
開
設
ヘ

「ひ
ま
青
盛
」
事
業
。
男

女
が
共
に
家
庭
や
職
場
、
地
域

活
動
な
ど
社
会
の
多
様
な
一
場
で

能
力
を
発
御
で
き
る
よ
う
に
、

男
女
双
方
に
と
っ
て
容
ち
し
や

す
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
地
元
新
聞
社
と
の
共
催
に

よ
り
一
般
県
民
向
け
に
公
開
講

座
(
駒
溺

・
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

f
ン
ョ
ン
)
を
年
四
回
実
施
す

る
。
そ
の
後
新
聞
紙
上
で
一
鰐
座

内
容
を
掲
械
し
、
よ
り
広
く
啓

食
生
活
文
化
部
生
這
創
造
課
女
性
政
策
室
食

室
長

I
l
l
i
-
-v
西
海

薫

兵

庫

県

展
開

平
成
四
年
十
月
に
開
眼

し
た
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
女
性
の
性
会
的
地
位
の

向
上
と
社
会
昔
力
の
促
進
を
図

る
た
め
の
施
師
事
官
展
開
し
ま

す
。
新
規
胞
質
と
し
て
は
、
女

平
成
五
年
度
主
要
事
業
と
し

て
、
①
県
立
女
性
セ
ン
空
l
を

拠
点
と
し
た
新
し
い
施
策
の

父
親
の
性
的
虐
待
か
ら
の
脱
出

たせ、b知
、
。

i

h

ヘ
引U
M

例

mm

u
n
m
仰

げ
」
レ

M

M

L

簡

3

3

t
投

ω聞

書

U

話

X

九

A

甘

め

電

F

ジ

b
一
山

部

ベ

証

集

の

噛

編

+ω
A
M

、

ん
と
み
こ

ド
キ
ユ
メ
ン
ヲ
リ
!
ビ
デ
オ

「安
全
な
と
こ
ろ
へ
」

結婚していないと
生ぎう、らい社会f
仕事と結婚のオピニオンダイヤルから

1(1 J .， 1) t'l 
みつくら・つやつや・g，ャキ%

かまとめ恥し何本

寸TICiER

ヲイガ:....11HI炊飯ジャー

l 多機能，，~越国語

O 

LOVE 
THE EARTH 
MORE 

何
か
f

小
川
ν議
だ
な
と
巴
え
る
ニ
と
を
見
つ

け
だ
し
唱
そ
れ
を
発
見
へ
と
持
〈
。
そ
ん

な
法
礎

t
も
い
え
る
テ
l
マ
が
サ
イ
エ

ン
ス
を
研
究
す
る
抗
に
は
必
要
で
す
。
川

む
な
い
所
か
・
句
、
何
か
を
創
造
す
る
た
め

の
札
叫
『
ア
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
吊
要
な
の
で
す
。
こ
れ
は
サ
イ
エ

ン
ス
以
外
の
世
界
で
も
阿
じ
-工
旬、
が
い
え

ま
す
。
ク
ボ
タ
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
そ
れ
は

人

t
m墳
と
の
共
生
。
そ
し
て
地
球
と
い

う
感
祉
で
上

T
に
人
が
非
ら
す
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
が
ク
ポ
タ
の
活
動
領
域
で
す
。

例
え
ば
、
高
齢
附
化
社
会
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
住
環
境
を
改
許
す
る
。
ゆ
と
り
あ

る
生
活
の
た
め
に
上
干
水
道
や
胤
梨
物
処

均
施
設
な
ど
の
慢
出
酬
を
お
守
』
な
う
な
ど

社
会
資
本
の
充
実
に
武
献
し
て
い
ま
す
.

/〆

女を、微妙にする香り
再~と呼ばれた、JiU 、 E~の物21 その t号制f~ ，浪

からよみがえった沙鄭花町再旬、SASO
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と
し
て
い
る
」
と
言
う
。
に
も
選
単
制
度
を
含
め
て
や
る
る
と
と
は
必
定
。

参
加
者
の
多
く
か
ち
も
、
同
必
要
が
あ
っ
た
し
、
中
選
挙
区
参
加
者
か
ら
「
私
た
ち
が
推

織
の
意
見
が
上
が
っ
た
が
、
公
制
に
も
欠
陥
が
あ
る
。
一

0
3
す
人
が
出
ら
れ
な
い
選
挙
制
な

明
党
の
木
場
健
禾
郎
(
政
策
審
一
五
物
取
れ
ば
当
選
玄
る
。
汚
ら
意
味
は
な
い
」
「
与
野
党
が

隷
会
副
会
長
)
さ
ん
戸
担
屯
民
連
職
を
し
て
世
間
か
ち
非
難
さ
れ
逆
転
し
て
も
政
治
が
良
く
な
る

の
普
直
人
(
政
策
委
員
長
)
さ
で
も
、
固
い
支
持
者
が
い
れ
ば
と
は
思
わ
な
い
。
既
成
の
政
治

ん
は
「
私
た
ち
は
、
と
れ
ま
で
当
選
す
る
し
、
政
界
に
二
世
三
家
、
党
に
失
望
し
て
い
る
」
「
政

腐
敗
防
止
法
か
ら
や
司
令
っ
と
、
世
が
多
い
の
も
中
選
挙
区
の
弊
治
家
に
自
浄
作
用
が
な
け
れ

何
回
も
法
案
を
出
し
挑
戦
し
て
曹
」
と
税
関
。
そ
の
選
挙
制
度
ば
、
政
治
腐
敗
防
止
法
の
よ
う

き
た
。
あ
る
程
度
の
と
こ
R
ぎ
も
、
自
民
は
小
選
挙
区
制
か
ら
な
強
い
罰
則
が
必
要
匂
そ
れ

度
対
策
蚕
員
会
事
務
局
き
さ
で
行
く
と
、
自
民
党
か
ら
中
選
並
立
制
に
、
社
ム
は
、
併
用
を
先
に
や
る
べ
き
」
「
ガ
ラ
ス

ん
は
言
い
「
金
権
腐
敗
政
治
の
挙
区
制
だ
と
一
つ
の
区
に
複
数
制
か
ら
良
聞
政
治
臨
翻
が
提
唱
張
り
の
政
治
を
せ
よ
。
そ
の
た

根
絶
の
た
め
に
輪
じ
A
d
H
る
ベ
立
候
補
せ
ね
ば
な
ら
ず
同
士
討
し
た
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用
め
に
市
民
が
監
視
で
き
る
法

き
国
会
が
、
選
挙
制
度
に
す
り
ち
に
な
る
。
政
策
よ
り
サ
1
ビ
制
、
及
び
そ
れ
を
変
形
さ
せ
る
館
、
情
報
公
開
法
の
制
定
を
」

替
え
ら
れ
て
い
る
。
潜
挙
制
度
ス
合
戦
と
な
り
、
遺
挙
に
金
が
と
と
で
一
妥
節
す
る
動
き
を
見
せ
「
佐
川
問
題
を
選
挙
制
度
に
す

と
政
治
資
金
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
掛
る
。
選
挙
制
度
改
革
が
先
、
て
い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
小
選
り
笛
え
て
い
る
。
徹
底
的
に
追

の
は
や
め
る
べ
き
。
国
民
の
意
と
逃
げ
ら
れ
る
。
自
民
党
が
溢
挙
区
制
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
及
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
厳

志
と
は
反
対
の
方
向
に
行
と
う
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
女
性
は
ま
玄
ま
す
出
に
く
く
な
し
い
意
見
が
栢
次
い
だ
。

====一一一三三一三一三言三三
===三=一==EE---=『
Z=三-========三三========三==-
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党
利
党
略
の
選
挙
制
度

企
業
• 
団
体
献
金
を
禁
止
せ
よ

腐
敗
政
治
を
断
つ
に
は
、
ま

ず
、
政
治
献
金
の
あ
り
方
に
と

そ
根
本
的
な
メ
ス
を
え
れ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

佐

川
・
金
丸
逮
捕
事
件
に
よ
っ
て

沸
き
上
が
っ
た
政
治
不
信
の
声

に
、
国
会
は
「
政
治
改
革
」
関

連
法
案
の
審
服
審
」
始
め
た
も
の

の
、
目
立
つ
の
は
選
挙
制
度
改

革
論
議
ば
か
り
。
業
を
煮
や
し

た
「
汚
職
に
関
係
し
た
候
補
者

に
投
票
を
し
な
い
連
語
を
す
す

め
愛
吉
」
〔
十
五
団
体
で
構
成
)

は
、
五
月
十
七
日
、
拳
麟
院
醸

貝
会
館
に
各
政
党
を
招
き
、
政

治
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
く
会
を
持
っ
た
。

愚
も
窓
見
高
き
た
い
自
民

党
は
、
当
日
の
正
午
ま
で
交
渉

を
続
け
た
が
欠
席
。
出
席
し
た

の
は
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共
産
、

社
民
奨
日
本
新
、
民
主
改
革

連
合
の
六
党
。

六
党
に
対
し
、
「
す
す
め
る

会
」
の
紀
平
悌
子
さ
ん
(
日
本

婦
人
有
権
者
同
盟
)
は
「
政
治

と
金
、
選
挙
と
金
の
関
わ
り
、

金
福
腐
敗
政
治
を
鮪
く
す
た
め

の
制
度
と
法
律
な
ど
を
中
心
に

聞
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

ま
ず
社
会
党
・
副
密
白
昼
の

小
樽
克
介
さ
ん
が
、
今
国
会
に

社
・
公
統
一
の
政
治
改
革
関
連

法
案
を
提
出
し
た
と
と
を
墾
ロ

し
、
内
容
に
つ
い
て
「
選
挙
違

反
省
の
連
陣
涯
の
対
象
を
、
秘

密
、
家
族
ま
で
一
拡
大
し
、
違
反

者
は
立
候
補
を
制
限
す
る
。
政

治
資
金
規
制
法
の
一連
反
者
も
五

年
間
の
公
民
橋
停
止
と
、
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
自
民

党
と
基
本
的
に
対
立
し
て
い
る

の
が
政
治
資
金
で
、
我
々
の
案

は
、
+
奨
・
団
体
か
ら
の
献
金

を
全
面
的
に
禁
正
し
て
い
る
」

と
説
闘
。
自
民
党
案
内
時
、
政
治
家
個
人

へ
の
献
金
は
禁
止
し
て
い
る

が
、
政
治
資
金
規
制
法
で
義
務

づ
け
ち
れ
て
い
る
資
金
の
記
帳

.
報
告
の
提
出
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。
政
治
団
体
へ
の
献
金
は

従
来
週
り
。
そ
の
上
新
た
に
政

党
へ
の
帝
襲
・
団
体
献
金
を
も

偲
め
、
し
か
も
、
上
限
は
現
存

の
一
億
か
ち
二
倍
の
ニ
憶
に
な

っ
て
い
る
。

「
政
治
の
浄
化
は
、
骨
薬
献

金
の
廃
止
が
根
幹
で
あ
る
の

に
、
自
民
党
は
枠
#
鉱
大
レ
た

上
に
、
税
底
上
の
優
遇
措
置
を

企
業
献
金
に
も
適
用
し
よ
う
と

し
て
い
る
」
戸
渠
産
党
の
木
島

日
出
夫
(
堅
毘
金
・
選
挙
制E見明を聞けどふ九三安九ゃるかたない霊参加者

面隊

道ゆく人に婚外子差閉臓廃を呼びかける

国
内
法
の
箆
備
が
必
須
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
行
の
日
本
の

園
内
法
で
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
出
生
届
出
用
紙
で
平
少
」
も
が

選
り
一
分
り
ら
れ
、
戸
籍
・
住
民

票
の
続
柄
欄
の
表
記
も
異
な

り
、
(
嫡
出
子
は
「
長
女
」
「
次

E
C
な
ど
と
飽
一
さ
れ
る
が
、
婚

外
子
は
「
女
」
「
男
」
の
み
)

ま
た
、
民
法
で
は
、
婚
外
子
と

嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
に
遣
い

を
設
け
、
婚
外
子
は
、
嫡
出
子

安
十
分
し
か
相
続
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

会
見
で
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
「
こ

う
し
た
法
制
度
は
、
世
界
人
橋

宣
言
(
お
条
)
、
国
際
人
権
規

約

(
B
規
約
)
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
(
問
条
)
に
も
違
反
し

て
い
る
こ
と
」
と
述
べ
、
多
く

の
人
選
に
婚
外
子
差
別
撤
廃
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
z

百っ

て
い
た
。

要
望
留
で
は
、
乙
ラ
レ
た
法

制
度
が
、
社
会
に
存
在
す
る
婚

外
子
差
別
を
助
長

・
強
花
レ
、

多
く
の
子
ど
も
に
深
い
人
権
侵

轡
を
丘
え一
、
子
ど
も
に
責
任
の

な
い
と
と
で
、
子
ど
も
を
差
別

す
る
と
と
は
、
子
ど
も
の
幸
福

を
願
い
、
人
権
を
保
障
し
よ
う

と
す
る
開
条
約
に
反
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
同
条
約
を
批

准
す
る
な
ら
、
園
内
法
や
制
度

を
広
く
見
直
し
、
明
ち
か
な
法

律
よ
、
差
別
の
あ
る
婚
外
子
差

別
を
即
時
撤
廃
す
べ
き
で
あ

り
、
婚
外
子
を
生
ん
だ
女
性
が

非
雛
や
侮
蔑
等
の
差
別
#
斐
り

る
と
と
愛
国
わ
せ
、
女
性
と
し

て
、
女
性
平
子
ど
も
亭
差
別
す

る
婚
外
子
差
別
撤
廃
者
掻
く
要

望
。
同
要
望
書
は
、
宮
沢
総
理

を
初
め
、
関
係
大
臣
に
宛
て
提

出
さ
れ
た
。

〈日曜日〉1993年 5月 30日国

各政党に
聞く会

セ
1
ジ

」

と

し

て

、

男

女

の

相

が

寄

っ

翻

査

研

究

活

動

、

啓

発

互

理

解

と

協

力

を

進

め

る

た

活

動

、

出

版

活

動

に

対

し

、

そ

め

、

意

賊

改

革

に

取

り

組

ん

で

の

思

業

費

の

三

分

の

一
、
一
件

い

る

。

あ

た

り

盲

万

円

を

限

度

に

、

資

そ

の

一

環

と

し

て

、

早

成

主

金

助

成

を

待

う

も

の

で

す

。

年
度
で
は

ご
三

l
パ
ー
ト
ナ

ま
た
、
男
女
が
共
に
あ

-A
6

1
講
座
」1
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

る
分
野
へ
相
互
粟
り
入
れ
の
で

関
係
を
築
と
う
と
す
盃
夫
婦
・

き
る
社
会
づ
く
り
へ
の
気
運
を

恋

人

な

ど

の

参

加

を

も

と

め

、

醸

成

す

る

た

め

、

「

大
阪
府
女

と
も
に
家
庭
生
活
の
喜
び
を
わ

怯

基

盃

賞

」

を

殴
け
て一
、
乙
れ

か

ち

あ

え

る

温

か

い

家

庭

を

桑

ま

で

に

な

い

発

想

で

男

女

平

等

く
た
め
の
窓
織
啓
発
を
行

お

う

金

の

運

用

益

を

活

用

し

て

、

「大

の
推
進
に
賃
献
し
た
個
人
、
固

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
庭
に

阪
府
ジ
ャ
ン
プ
活
動
助
成
事
体
を
鼠
彰
す
る
ほ
か
、
日
本
来

お
け
る
家
事
・
育
児
な
ど
、
日

業
」
を
実
腸
レ
草
す
。
と
の
一事
公
開
の
カ
ナ
ダ
等
の
女
性
関
週

常
生
活
の
場
で
は
、
依
然
と
「
)
大
阪
府
で
は
、
平
成
三
年
十
柴
は
男
女
平
等
#
薙
進
す
る
た
ビ
デ
オ
を
紹
介
す
る
「
女
性
映

で
女
性
の
側
に
大
き
な
負
担
事
』
月
に
創
霞
し
た
大
阪
府
女
性
基
め
に
個
人
や
グ
ル
ー
プ
、
団
体
像
祭
」
、
ニ
ュ

1
ワ
1
ク
に
関

一三
2
2
2
2=z
=
=一三
=-zzz-z=三
E一三=三=z=-==一三
=
E=喜一
一-Z
E
2
5
2
2
2
Z
E
E
-
E
E
=
=
=
一
室
主
主
主

発
を
図
る
。

一面
熊
本
市
水
前
寺

B
i
(代
)
叩
十

性
の
主
簡
な
生
き
方
や
活
動

ぎ
た
年
聞
を
通
じ
活
動
し
て

m

l
E鵬
・
3
8
3
・
l
l

に
欄
し
ず
、
指
導

・
助
言
が
で
き

い

た

だ

く

塾

生

を

一

般

県

民

と

る

人

材

を

妥

成

す

る

「
女
性
間

協

力

企

業

か

色

募

り

、

研

修

を

閤

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

護

成

事

業

」

行

い

、

男

女

共

同

参

画

型

社

会

や

、

女

性

を

め

ぐ

る

様

々

な

今

推

進

の

た

め

の

人

材

を

育

成

す

目

的

瞬

間

閣

に

つ

い

て

研

究

す

る

る

。

「

女

性

厨

題

研

究

車

警

を

実

。
実
聖
夜
H
熊
本
県
・
新

施

す

る

ほ

か

、

女

性

問

題

の

解

聞

社

、

協

貧

企

業

で

実

行

委

員

決

に

向

け

た

突

践

を

促

玄

九

め

会

を

組

織

。

の

機

会

と

し

て

「

ひ

ょ

う

ご

。
公
開
講
座
H
七
月

・
九

月

イ

ー

ブ

ン

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

等

の

・
十
一
月

・
三

月

に

開

催

予

啓

発

事

殺

を

行

い

ま

す

。

L

寄

①

生
若
創
造
大
字

の

塁
。

。
塾
生
鯛
座
H
年

十

五

回

開

県

民

の

様

々

な

学

習

ニ

l
ズ
に

催

予

定

。

応

え

、

新

し

い

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

F 

一
九
八
九
年
国
連
主
採
摂
さ

れ
た
「
平
ど
も
の
権
利
条
約
」
。

政
府
は
四
月
二
十
二
日
、
国
会

に
同
条
約
の
批
准
を
上
程
を

し
、
現
在
審
臓
が
続
行
中
で
あ

る
。
同
条
約
の
批
准
に
当
た
り
、

「
出
生
差
別
の
法
改
正
古
求
め

る
女
た
ち
の
会
」
亭
泊
め
、
婚

外
子
差
別
撤
磨
の
濃
動
を
し
て

い
歪
女
性
た
ち
は
、
十
九
日
、

塑
京
・
永
田
町
の
衆
際
院
第
一

蛾
員
会
館
で
記
者
会
見
を
開

き
、
『
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
「
子

ど
も
の
梅
利
条
約
」
の
批
准

生
ま
れ
な
が
ら
の
差
別
、
嫡
出

子
か
否
か
の
撤
廃
を
求
め
る
五

月
十
九
日
共
同
ア
ピ
ー
ル
』
を

行
い
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
差

別
、
嫡
出
か
し
苔
か
の
撤
廃
を
求

め
る
女
た
ち
の
要
望
曲
面
」
を
発

生まれながらの会差別、
嫡出か否かの撤廃を

会見するメンパー

表
。
会
見
後
、
衆
醸
院
議
員
面

会
所
前
で
、
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
三
百
本
を
遭
ゆ
く
人

に
阻
り
、
「
『
子
ど
も
の
権
利

条
約
』
批
准
は
嫡
出
か
否
か
の

子
ど
も
の
選
り
分
け
撤
廃
か

ち
」
者
穆
び
か
け
た
。

一
日
も
早
い
批
准
が
求
φ
ち

れ
る
同
条
約
で
は
あ
る
が
、
同

条
約
宇
託
准
す
る
た
め
に
は
、

す
る
情
報
芝
女
性
の
宍
椛
の
場

を
提
供
す
る
「
ニ
ュ

l
ワ
1
ク

ミ
1
ラ
ム
港
開
催
し
ま
す
。

現
在
建
設
中
の
ド
l
ン
セ
ン

タ
ー
(
大
阪
府
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
)
に
つ
い
て
は
、
来
年
秋

の
オ
1
7
Jを
め
ざ
し
建
股
と

事
業
等
の
単
備
を
進
め
ま
す
。

一T
川
大
阪
市
中
央
区
大
手
前

二
l
一
1
ニ
!
二
宮

ω・
9
4

2
・Q
5
2
1
(直
)

離
縁~

ル
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

「
生
活
創
造
大
学
」
を
開
殴
し

ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

女
性
セ
ミ
ナ
ー
、
男
女
共
生
セ

ミ
ナ
ー
、
環
境
セ
ミ
ナ
ー
に
新

し
く
男
性
セ
ミ
ナ
ー
を
泊
え
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
な
幅
広
い

学
習
テ
!
?
を
一
取
り
上
げ
、
県

内
の
十
七
施
設
で
二
十
三
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

干

m
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
り
五
丁
目
十
一

宮

m・

3
R
f
3
l
R
6
(直
)
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、
久

句
f

h

織
り

i

一一

求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
考
-
え

直
し
、
申
蜜
的
な
平
等
を
実
現

す
る
た
め
の
き
っ
か
ゆ
と
な
れ

ば
、
と
考
え
て
い
る
。

一T
剛山
富
山
市
新
総
曲
輪
一
|

七
百
0
7
6
4芯
糾

・
2
7

1
9
(直
)

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市

担
当
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る

f 
。

第 1033号第 1033号(揖3種郵恒物認可)

新
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン

男
女
平
等
ヘ
資
金
援
助

黒
い
部
分
は
紹
介
済
み
の
地
区

.
印
は
今
回
紹
介
地
区

占
H

・
・
婦
人
少
年
課
・
・
品
H

食
生
活
文
化
部
女
性
政
策
課
食

副
主
幹

I
l
l
l守
杵
野

稔
子

署
長

l
i
l-
-v
圧
野

益
代

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
「
女
性

問
題
」
の
解
決
に
は
男
性
の
理

解
と
協
力
及
び
実
践
が
不
可
欠

富
山
県
で
は
、
平
成
四
年
度
で
あ
る
と
い
う
隠
織
に
基
づ

か
A
司
新
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン
」
き
、
「
男
性
へ
の
新
た
な
メ
ッ

-三三===主主====三
三三
-==三==三===皇室===三三===

富

山

県

公開講座や人材育成
治枝惨川元

女 福祉生活部県民生活総室女性行政室古

大

阪

府

熊

本

県

生
活
創
造
大
学
開
設
ヘ

「ひ
ま
青
盛
」
事
業
。
男

女
が
共
に
家
庭
や
職
場
、
地
域

活
動
な
ど
社
会
の
多
様
な
一
場
で

能
力
を
発
御
で
き
る
よ
う
に
、

男
女
双
方
に
と
っ
て
容
ち
し
や

す
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
地
元
新
聞
社
と
の
共
催
に

よ
り
一
般
県
民
向
け
に
公
開
講

座
(
駒
溺

・
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

f
ン
ョ
ン
)
を
年
四
回
実
施
す

る
。
そ
の
後
新
聞
紙
上
で
一
鰐
座

内
容
を
掲
械
し
、
よ
り
広
く
啓

食
生
活
文
化
部
生
這
創
造
課
女
性
政
策
室
食

室
長

I
l
l
i
-
-v
西
海

薫

兵

庫

県

展
開

平
成
四
年
十
月
に
開
眼

し
た
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
女
性
の
性
会
的
地
位
の

向
上
と
社
会
昔
力
の
促
進
を
図

る
た
め
の
施
師
事
官
展
開
し
ま

す
。
新
規
胞
質
と
し
て
は
、
女

平
成
五
年
度
主
要
事
業
と
し

て
、
①
県
立
女
性
セ
ン
空
l
を

拠
点
と
し
た
新
し
い
施
策
の

父
親
の
性
的
虐
待
か
ら
の
脱
出

たせ、b知
、
。

i

h

ヘ
引U
M

例

mm

u
n
m
仰

げ
」
レ

M

M

L

簡

3

3

t
投

ω聞

書

U

話

X

九

A

甘

め

電

F

ジ

b
一
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ん
と
み
こ

ド
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ユ
メ
ン
ヲ
リ
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ビ
デ
オ

「安
全
な
と
こ
ろ
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MORE 

何
か
f

小
川
ν議
だ
な
と
巴
え
る
ニ
と
を
見
つ

け
だ
し
唱
そ
れ
を
発
見
へ
と
持
〈
。
そ
ん

な
法
礎

t
も
い
え
る
テ
l
マ
が
サ
イ
エ

ン
ス
を
研
究
す
る
抗
に
は
必
要
で
す
。
川

む
な
い
所
か
・
句
、
何
か
を
創
造
す
る
た
め

の
札
叫
『
ア
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
の
コ
ン
セ

プ
ト
が
吊
要
な
の
で
す
。
こ
れ
は
サ
イ
エ

ン
ス
以
外
の
世
界
で
も
阿
じ
-工
旬、
が
い
え

ま
す
。
ク
ボ
タ
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
そ
れ
は

人

t
m墳
と
の
共
生
。
そ
し
て
地
球
と
い

う
感
祉
で
上

T
に
人
が
非
ら
す
た
め
の
ア

ク
シ
ョ
ン
が
ク
ポ
タ
の
活
動
領
域
で
す
。

例
え
ば
、
高
齢
附
化
社
会
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
住
環
境
を
改
許
す
る
。
ゆ
と
り
あ

る
生
活
の
た
め
に
上
干
水
道
や
胤
梨
物
処

均
施
設
な
ど
の
慢
出
酬
を
お
守
』
な
う
な
ど

社
会
資
本
の
充
実
に
武
献
し
て
い
ま
す
.

/〆
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毛
糸
で
編
み
物
(
マ
フ
ラ
ー
)
一

を
や
ち
せ
て
い
る
と
、
男
子
の
一

「
共
修
を
す
す
め
る
会
」
交
流
会
か
ら
諸
市
九
日
制
特
一

錦
城
高
校
は
、
文
部
省
の
断

は
来
年
か
ら
だ
が
、
家
庭
科
教
然
実
施
す
る
と
い
う
方
針
に
学

室
の
整
備
1

準
備
の
た
め
、
乙
校
が
あ
わ
て
、
急
ぎ
カ
リ
キ
ュ

と
し
か
ら
非
常
勤
の
臨
託
に
ラ
ム
を
検
討
し
た
り
し
て
い

し
、
現
職
の
か
た
わ
ら
準
備
に
る
。
経
顧
あ
る
教
員
を
よ
そ
か

あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ら
と
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
、
と
、

乙
ん
な
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
校
内
で
養
成
す
る
と
と
に
し
募

本
庄
高
が
男
子
の
み
の
高
校
と
集
し
た
。
「
そ
乙
で
僕
が
半
分

い
う
の
は
オ
カ
シ
イ
、
共
学
校
興
味
本
位
で
応
募
し
た
が
:
・」

に
し
て
い
い
の
で
は
ー
ー
と
い
と
い
う
参
加
者
の
若
い
男
性

う
意
見
も
出
て
来
た
と
い
う
。
は
、
英
語
科
の
教
師
と
い
う
(
経

千
葉
県
の
相
自
体
高
校
は
男
験
十
年
)
。
「
乙
の
春
か
ら
日

女
共
学
家
庭
科
の
先
進
校
で
共
本
女
子
大
の
通
信
教
育
で
学

学
家
庭
科
を
は
じ
め
て
十
九
年
び
、
家
庭
科
の
免
許
を
と
る
つ

目
。
教
え
て
き
た
畑
沢
セ
イ
子
も
り
で
す
が
、
出
遅
れ
て
い
て
、

先
生
は
「
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
ア
セ
ッ
て
ま
す
」

何
も
な
い
。
十
八
年
間
、
毎
日
埼
玉
県
は
公
立
高
で
ま
だ
男

教
師
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
女
別
学
の
残
る
県
。
昔
、
通
科
の

る
」
。
十
九
年
前
、
生
き
て
行
別
学
校
は
進
学
エ
リ
ー
ト
校

く
力
は
男
も
女
も
必
要
よ
、
と
で
、
何
と
か
ゴ
マ
化
し
た
い
と

一
人
ず
つ
説
得
。
教
員
会
識
で
、
い
う
風
潮
濃
厚
。
設
備
が
な
い

た
っ
た
四
人
の
教
師
が
反
対
し
か
ら
当
分
「
生
活
一
般
」
二
単

た
だ
け
圧
倒
的
多
数
で
共
学
が
位
、
ニ
単
位
は
代
替
で
数
学
を
、

決
っ
た
。
私
学
の
経
営
よ
の
辛
と
い
う
と
と
ろ
が
多
く
、
「
生

さ
、
設
備
は
た
り
な
い
が
「
設
活
一
般
」
の
中
身
も
コ
ン
ビ
ュ

備
が
な
い
か
ち
出
来
な
い
と
い

l
タ
実
習
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
の
中
で
川
越
高
は

熱
心
な
教
員
が
い
て
乙
乙
二
年

ほ
ど
討
議
を
重
ね
て
き
た
が

グ
学
校
週
五
日
制
H

も
ネ
ッ
ク

に
な
り
最
終
教
員
会
識
で
家
庭

科
四
単
位
案
が
お
対

3
で
否

決
、
三
単
位
に
減
ら
し
て
ス
タ

ー
ト
し
そ
う
・:。

東
京
都
は
ρ
進
ん
で
い
る
H

地
域
、
全
面
実
施
の
来
年
を
待

(4) 〈日曜日〉1993年 5月 30日

高
校
家
庭
制
の
男
女
と
も
必
修
の
実
施
が
、
い
よ
い
よ
来
年

(平
成
六
年
度
)
に
迫
っ
た

男
子
校
・
特
に
エ
リ
ー
ト
校
の
中
に
は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
必
修
制
自
の
単
位
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
例
措
置
を
利
用
し
た
り
、
家
庭
和
三
課
目
中

「
生
活

一般
」
を
履
修

す
る
と
教
員
や
設
備
な
ど
条
件
整
備
が
な
い
場
合
、
体
育
な
ど
で
ニ
単
位
ま
で
代
替
で
き
る
と

い
う
制
度
系
用
、
な
る
べ
く
{
家
庭
型
さ
な
い
で
す
ま
そ
っ
と
い
う
蓄
が
多
か
っ
弓
と

こ
ろ
が
こ
の
二
月
、
文
部
省
は
、
特
例
措
置
は
極
め
て
一
部
に
隈
り
特
に
普
通
和
は
減
単
位
を

認
め
な
い
。

「
生
活
一
般
」
の
代
替
も
、
条
皇
備
完
成
に
よ
る
代
替
措
置
終
7
時
期
の
塑
ホ

柔

め

る

Zの
方
針
を
決
め
ペ
こ
れ
は
安
易
な
脱
星
合
考
え
て
い
た
高
校
側
に
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
い
る
さ
つ
だ
先
ご
盈
客
癌
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
ほ
学
習
交
流
舎
動

き
出
し
た
男
子
高
校
」
を
開
い
た
が

(4
月
3
日
出
於
、
渋
谷
・
ア
イ
リ
ス
)
、
男
子
校
、
男

子
教
師
の
出
席
も
多
く
、
ま
た
、
積
極
的
な
と
り
組
み
李
レ
て
い
る
男
子
校
の
墾
宗
多
く
、

高
校
教
育
も
い
よ
い
よ
変
わ
る
と
い
‘
♀
妥
じ
が
ほ
の
見
え
る
感
じ
だ
っ
玲

た
と
え
ば
早
稲
田
大
学

・
本

庄
高
校
の
場
合
。
九
O
年
四
月

か
ち
家
庭
科
設
置
に
つ
い
て
教

員
閣
で
討
議
を
は
じ
め
た
。
教

員
中
女
性
は
た
っ
た
一
人
と
い

う
男
子
校
。
な
ぜ
男
子
に
家
庭

科
が
い
る
?
と
い
う
教
師
も
多

く
、
「
共
修
を
す
す
め
る
会
」

の
和
田
典
子
さ
ん
に
来
て
も
ら

い
学
習
会
を
持
ち
、
「
家
庭
、

菖
ち
し
、
家
族
の
問
題
を
学
習

す
る
と
と
は
、
五
割
の
生
徒
、
が

寄
宿
生
で
あ
る
わ
が
校
で
は
特

に
必
要
」
と
い
う
結
論
に
遣
し

専
任
の
家
庭
科
教
員
の
探
用
を

す
る
こ
と
も
決
っ
た
。
ま
ず
い

い
人
材
を
見
つ
け
よ
う
、
新
都

で
は
無
理
と
、
経
験
者
を
公
募
、

五
十
代
の
優
秀
な
現
職
教
師
を

採
用
し
た
。
授
業
が
始
ま
る
の

家庭草斗ヂ引t学習会 (男性の軍参加も目立つ)

壬27第 1033号

力ヌーのようにナスの中身をくりぬく

子づれのお父さん教師の姿も

-
:
印
∞
、
コ

1
ン
ス
タ
l
チ

・
:
大
さ
じ
l
、
バ
タ
l
:・大

さ
じ
l
、
タ
イ
ム
ホ
ウ
ル
、

パ
ジ
ル
ホ
ウ
ル
・・・
各
小
さ
じ

凶
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・l
枚、

塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
!
:
・
適

宜

【
作
り
方
】

コ
l
ン
ス
タ
l
チ
と
バ
タ

ー
を
除
い
た
材
料
を
鍋
に
入

れ、

2
1
3分
煮
て
か
色
、

砂106'"

水
ど
き
し
た
コ

l
ン
ス
タ
ー

す
チ
と
バ
タ
ー
を
加
え
、
味
を

培

整
え
る
。

M
U

【
下
ご
し
、
包
え
】

祉

を

す

は

ヘ

タ

室

長

川

に

2
つ
に
切
り
、
縁
を
l

度
叩
残
し
て
中
身
を
く
り
ぬ

一一
に

き
、
中
湿
の
油
で
軽
く
揚
げ

り

る
。

)

@
く
り
ぬ
い
た
中
身
、
玉

ォ
ね
ぎ
、
ベ
ー
コ
ン
、
生
し
い

た
貯
は
、
微
塵
切
り
に
す
る
。

タ
イ
の
巻
⑬

タ
イ
に
住
む
日
本
人
の
友

人
S
さ
ん
が
「
う
ち
の
オ
ク

サ
ン
U
は
ね
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
す
る
時
、
お
客
が
来
て
か

色
料
理
を
作
り
始
め
る
ん
だ

よ
。
日
本
だ
っ
た
ら
お
客
が

そ
ろ
っ
た
ら
料
理
の
ほ
と
ん

ど
は
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い

る
の
に
ね
」
と
言
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
彼
の
お
連
れ
合
い

U
さ
ん
は
「
タ
イ
料
理
の
い

ち
ば
ん
お
い
し
い
の
は
お
客

の
顔
を
見
て
か
ち
作
る
こ

と
」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し

て
く
れ
た
。
た
し
か
に
、
タ

イ
人
の
お
宅
に
招
か
れ
る

と
、
私
た
ち
が
到
着
し
て
か

ろ
エ
ビ
の
皮
を
剥
い
た
り
、

野
菜
を
切
っ
た
り
し
始
め
る

と
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
乙

れ
も
日
本
と
違
う
の
は
、
と

の
料
理
づ
く
り
の
「
現
場
H

楽
屋
裏
」
を
お
客
に
も
気
軽

に
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
。

プ
ラ
l
・
サ
l
ム
・ロ

ッ

(
揚
げ
魚
の
甘
酢
あ
ん
か

り
)
を
作
る
の
を
始
め
て
見

た
の
は
、
十
数
年
前
、
北
部

に
あ
る
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の

先
生
宅
の
台
所
だ
っ
た
。
乙

の
料
理
は
、
ち
ょ
っ
と
食
事

を
震
華
に
し
た
い
時
に
登
場

た
ず
す
で
に
全
日
制
十
校
で
共

学
四
単
位
の
「
家
庭
一
般
」
。

定
時
制
で
は
三
分
の
一
が
共
学

【
作
り
方
】

①
鍋
に
バ
タ
ー
を
熱
し
、

@
を
し
ん
な
り
す
る
ま
で
妙

め
、
牛
ひ
き
肉
、
ガ
ー
リ
ッ

ク
パ
ウ
ダ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ

パ
l
、
タ
イ
ム
を
加
え
さ
ら

に
紗
め
て
塩
を
す
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
①
を
入
れ
、

パ
ン
粉
、
溶
き
卵
を
加
え
よ

く
混
ぜ
る
。

③
@
の
な
す
に
②
を
詰

め
、
グ
ラ
タ
ン
皿
に
並
べ
、

捌
℃
に
熱
し
た
オ
ー
プ
ン

で
焼
く
。
④
オ
ー
ブ
ン
か
ら
出
し
、

な
す
の
ま
わ
り
に
あ
ろ
か
じ

め
作
っ
て
お
い
た
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
を
慌
し
い
れ
、
な
す
の

上
に
チ
l
ズ
を
乗
せ
再
び
オ

ー
プ
ン
に
入
れ
、
焼
き
上
げ

る。
〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド

バ
イ
ス
〉
タ
イ
ム
は
、
料
理
の
仕
よ

げ
よ
り
、
調
理
中
に
使
う
方

が
、
よ
り
効
果
的
。

(
資
料
提
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

す
る

一
品
で
あ
る
。

そ
の
時
も
「
タ
イ
料
理
に

興
味
あ
る
の
な
ろ
、
作
っ
て

い
る
の
が
見
た
い
で
し
ょ

う
」
と
、
初
対
面
の
ぞ
れ
も

外
国
人
の
私
を
台
所
に
案
内

し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ

と
で
は
、
大
き
め
の
中
華
鍋

に
た
っ
ぷ
り
の
油
が
入
り
、

鍋
か
ろ
は
み
出
し
そ
う
な
魚

(
実
際
に
尾
は
油
か
ら
飛
び

~廓を屈でか多{fiJ~ ノ
側さ慢F‘ヒラスズキ

出
し
て
い
た
)
を
揚
げ
て
い

る
と
己
ろ
だ
っ
た
。
「
こ
ん

な
大
き
な
魚
の
中
ま
で
火
が

通
る
の
に
は
、
外
側
か
焦
げ

な
い
の
か
な
あ
・:
」
と
内
心

不
安
に
思
っ
て
い
た
ら
、
作

り
手
は
、
た
え
ま
な
く
小
さ

な
杓
子
で
熱
々
の
油
を
魚
の

上
か
ら
か
け
て
い
る
。
魚
が

ポ
ツ
ポ
ツ
穴
の
あ
い
た
大
き

な
杓
子
に
の
せ
ら
れ
て
油
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
魚

の
下
側
が
鍋
底
に
ひ
つ
つ
か

な
い
た
め
の
よ
つ
だ
。
魚
が

揚
が
る
と
、
次
に
上
に
の
せ

る
具
(
何
種
類
か
の
野
菜
の

細
切
り
)
を
手
早
く
作
っ
て

サ
ア
ッ

l
と
揚
げ
魚
に
か
り

で
で
き
上
が
り
。

乙
の
料
理
に
使
わ
れ
る
魚

は
、
そ
の
土
地
で
手
に
入
り

や
す
い
物
が
使
う
の
だ
け
れ

ど
、
最
近
よ
く
お
め
に
か
か

る
の
は
、
プ
ラ
l
カ
ポ
ン
(
ス

ズ
キ
の
一
種
)
で
あ
る
。
!外

側
が
カ
リ

Y
E揚
が
り
、
中

身
は
ホ
ッ
ク
リ
と
し
た
口
ざ

わ
り
。
甘
酸
っ
ぱ
い
具
が
実

に
よ
く
合
い
、
ご
飯
と
共
に

食
べ
る
と
食
一
の
進
む
こ
と
/

。戸
田
杏
子
)

魚を煮くずさない法①

煮魚で煮くずれを少なくする

には、①魚の身に切れ目を入れ

る②自身魚は煮立てた汁に入れ

る③完投汁のf廷を魚の厚さと同じ
にする④頭などの硬い部分を鍋

のまん中におき柔らかい切り身

はまわりにおく⑤なるべく重な

らないように魚をおく。どうし
ても重なる時はそとに煮汁をわ、

ける。⑥穫としぶたをする。

制大日本水産会 ¥

おさかな普及協議会

に
と
り
く
ん
で
い
る
。
乙
の
十

数
年
の
現
場
の
実
践
が
さ
ま
ざ

ま
な
懸
警
の
り
と
え
た
。
都

教
委
も
工
業
高
の
み
一
単
位
減

単
は
認
め
る
が
、
普
通
高
は
四

単
位
で
、
ま
た
生
徒
減
l
v
学
級

減
l
v
教
員
減
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
科
の
教
員
を
、
グ
加
配
ρ

し
、
と
の
三
年
間
で
四
十
校
で

家
庭
科
の
教
員
増
を
か
ち
と
っ

て
い
る
。

神
奈
川
も
H

追
い
風
H

の
県
。

教
員
組
合
で
家
庭
科
共
学
推
進

委
が
出
来
、
昨
年
ま
で
十
校
が

グ
前
倒
し
H

で
共
学
し
て
い
た

が
、
い
い
と
と
な
ら
早
く
や
れ

と
、
本
年
二
十
1
三
十
前
倒
し

の
計
画
。
工
業
高
校
な
ど
家
庭

科
の
設
備
は
零
だ
が
、
県
教
委

も
何
と
か
す
る
方
針
で
、
ク
ラ

ス
減
の
空
教
室
を
家
庭
科
室
に

改
修
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い

る
。
乙
ん
な
中
で
、
名
簿
を
男

女
混
合
に
、
と
い
う
論
議
も
お

こ
っ
て
い
る
。

「
今
日
は
勉
強
の
た
め
来
た

が
、
ウ
チ
の
学
校
で
は
家
庭
科

の
カ
の
字
も
い
わ
れ
で
な
く
て

・:
」
(
地
方
私
立
男
子
校
)
と

い
う
と
と
ろ
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
そ
れ
が
ま
た
、
迫
る
家
庭

科
必
修
に
男
子
校
も
や
っ
と
真

剣
に
な
っ
て
き
た
実
態
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。

--出-一た=忠明州淵制』た佐一涯一一
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I
l
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i
-
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ん
の
足
跡
を
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ど
る
無
料

l
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I
l
l
l
hド
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問
合
せ
:
・
同
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
g

v第
百
回
朱
麦
震

m
-
5
3
8
1
・6
0
0
0

l
日
開

im日
附

9
時
l

V

劇
団
民
事
公
演
「
粉
本
楢

日
時
(
霞
終
日
比
時
加
分
)

山
節
考
」

東
京
都
美
術
館
(
上
野
公
園
内
)

6
日
例

lm日
制
昼
凶
時
、

連
絡
先
:
・
田
野
宮
田
・

3
3
3
夜
同
時
加
分
(
各
日
異
な
る
の

4
・
7
5
6

で
問
合
せ
を
※

7日
間
休
憩

V
映
像
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
展
出
演
・
:
北
林
谷
栄
、
小
野
田
巧

「
讃
え
あ
う
自
然
と
人
間
」
他
一
般
6
1
8
0円
、
学
生

6
日
間
ま
で

T
S
S東
京

f
5
0円
、
中
高
生
3
0
9

ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
女

0
円
間
合
せ
:
・
劇
団
毘
謹
告

性
で
世
界
初
、
七
大
陸
の
最
高
州
・
9
8
7
・
7
7
1
1

峰
に
登
頂
し
た
田
部
井
淳
子
さ

そ
の
新
製
品
、

原
料
は
何
で
す
か
?

J 
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と
使
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ら
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町

一

1
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-
て

一

I
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一
ノ
・
E

，
ι
F

毛
糸
で
編
み
物
(
マ
フ
ラ
ー
)
一

を
や
ち
せ
て
い
る
と
、
男
子
の
一

「
共
修
を
す
す
め
る
会
」
交
流
会
か
ら
諸
市
九
日
制
特
一

錦
城
高
校
は
、
文
部
省
の
断

は
来
年
か
ら
だ
が
、
家
庭
科
教
然
実
施
す
る
と
い
う
方
針
に
学

室
の
整
備
1

準
備
の
た
め
、
乙
校
が
あ
わ
て
、
急
ぎ
カ
リ
キ
ュ

と
し
か
ら
非
常
勤
の
臨
託
に
ラ
ム
を
検
討
し
た
り
し
て
い

し
、
現
職
の
か
た
わ
ら
準
備
に
る
。
経
顧
あ
る
教
員
を
よ
そ
か

あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ら
と
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
、
と
、

乙
ん
な
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
校
内
で
養
成
す
る
と
と
に
し
募

本
庄
高
が
男
子
の
み
の
高
校
と
集
し
た
。
「
そ
乙
で
僕
が
半
分

い
う
の
は
オ
カ
シ
イ
、
共
学
校
興
味
本
位
で
応
募
し
た
が
:
・」

に
し
て
い
い
の
で
は
ー
ー
と
い
と
い
う
参
加
者
の
若
い
男
性

う
意
見
も
出
て
来
た
と
い
う
。
は
、
英
語
科
の
教
師
と
い
う
(
経

千
葉
県
の
相
自
体
高
校
は
男
験
十
年
)
。
「
乙
の
春
か
ら
日

女
共
学
家
庭
科
の
先
進
校
で
共
本
女
子
大
の
通
信
教
育
で
学

学
家
庭
科
を
は
じ
め
て
十
九
年
び
、
家
庭
科
の
免
許
を
と
る
つ

目
。
教
え
て
き
た
畑
沢
セ
イ
子
も
り
で
す
が
、
出
遅
れ
て
い
て
、

先
生
は
「
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
ア
セ
ッ
て
ま
す
」

何
も
な
い
。
十
八
年
間
、
毎
日
埼
玉
県
は
公
立
高
で
ま
だ
男

教
師
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
女
別
学
の
残
る
県
。
昔
、
通
科
の

る
」
。
十
九
年
前
、
生
き
て
行
別
学
校
は
進
学
エ
リ
ー
ト
校

く
力
は
男
も
女
も
必
要
よ
、
と
で
、
何
と
か
ゴ
マ
化
し
た
い
と

一
人
ず
つ
説
得
。
教
員
会
識
で
、
い
う
風
潮
濃
厚
。
設
備
が
な
い

た
っ
た
四
人
の
教
師
が
反
対
し
か
ら
当
分
「
生
活
一
般
」
二
単

た
だ
け
圧
倒
的
多
数
で
共
学
が
位
、
ニ
単
位
は
代
替
で
数
学
を
、

決
っ
た
。
私
学
の
経
営
よ
の
辛
と
い
う
と
と
ろ
が
多
く
、
「
生

さ
、
設
備
は
た
り
な
い
が
「
設
活
一
般
」
の
中
身
も
コ
ン
ビ
ュ

備
が
な
い
か
ち
出
来
な
い
と
い

l
タ
実
習
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
の
中
で
川
越
高
は

熱
心
な
教
員
が
い
て
乙
乙
二
年

ほ
ど
討
議
を
重
ね
て
き
た
が

グ
学
校
週
五
日
制
H

も
ネ
ッ
ク

に
な
り
最
終
教
員
会
識
で
家
庭

科
四
単
位
案
が
お
対

3
で
否

決
、
三
単
位
に
減
ら
し
て
ス
タ

ー
ト
し
そ
う
・:。

東
京
都
は
ρ
進
ん
で
い
る
H

地
域
、
全
面
実
施
の
来
年
を
待

(4) 〈日曜日〉1993年 5月 30日

高
校
家
庭
制
の
男
女
と
も
必
修
の
実
施
が
、
い
よ
い
よ
来
年

(平
成
六
年
度
)
に
迫
っ
た

男
子
校
・
特
に
エ
リ
ー
ト
校
の
中
に
は
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
必
修
制
自
の
単
位
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
例
措
置
を
利
用
し
た
り
、
家
庭
和
三
課
目
中

「
生
活

一般
」
を
履
修

す
る
と
教
員
や
設
備
な
ど
条
件
整
備
が
な
い
場
合
、
体
育
な
ど
で
ニ
単
位
ま
で
代
替
で
き
る
と

い
う
制
度
系
用
、
な
る
べ
く
{
家
庭
型
さ
な
い
で
す
ま
そ
っ
と
い
う
蓄
が
多
か
っ
弓
と

こ
ろ
が
こ
の
二
月
、
文
部
省
は
、
特
例
措
置
は
極
め
て
一
部
に
隈
り
特
に
普
通
和
は
減
単
位
を

認
め
な
い
。

「
生
活
一
般
」
の
代
替
も
、
条
皇
備
完
成
に
よ
る
代
替
措
置
終
7
時
期
の
塑
ホ

柔

め

る

Zの
方
針
を
決
め
ペ
こ
れ
は
安
易
な
脱
星
合
考
え
て
い
た
高
校
側
に
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
い
る
さ
つ
だ
先
ご
盈
客
癌
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
ほ
学
習
交
流
舎
動

き
出
し
た
男
子
高
校
」
を
開
い
た
が

(4
月
3
日
出
於
、
渋
谷
・
ア
イ
リ
ス
)
、
男
子
校
、
男

子
教
師
の
出
席
も
多
く
、
ま
た
、
積
極
的
な
と
り
組
み
李
レ
て
い
る
男
子
校
の
墾
宗
多
く
、

高
校
教
育
も
い
よ
い
よ
変
わ
る
と
い
‘
♀
妥
じ
が
ほ
の
見
え
る
感
じ
だ
っ
玲

た
と
え
ば
早
稲
田
大
学

・
本

庄
高
校
の
場
合
。
九
O
年
四
月

か
ち
家
庭
科
設
置
に
つ
い
て
教

員
閣
で
討
議
を
は
じ
め
た
。
教

員
中
女
性
は
た
っ
た
一
人
と
い

う
男
子
校
。
な
ぜ
男
子
に
家
庭

科
が
い
る
?
と
い
う
教
師
も
多

く
、
「
共
修
を
す
す
め
る
会
」

の
和
田
典
子
さ
ん
に
来
て
も
ら

い
学
習
会
を
持
ち
、
「
家
庭
、

菖
ち
し
、
家
族
の
問
題
を
学
習

す
る
と
と
は
、
五
割
の
生
徒
、
が

寄
宿
生
で
あ
る
わ
が
校
で
は
特

に
必
要
」
と
い
う
結
論
に
遣
し

専
任
の
家
庭
科
教
員
の
探
用
を

す
る
こ
と
も
決
っ
た
。
ま
ず
い

い
人
材
を
見
つ
け
よ
う
、
新
都

で
は
無
理
と
、
経
験
者
を
公
募
、

五
十
代
の
優
秀
な
現
職
教
師
を

採
用
し
た
。
授
業
が
始
ま
る
の

家庭草斗ヂ引t学習会 (男性の軍参加も目立つ)

壬27第 1033号

力ヌーのようにナスの中身をくりぬく

子づれのお父さん教師の姿も

-
:
印
∞
、
コ

1
ン
ス
タ
l
チ

・
:
大
さ
じ
l
、
バ
タ
l
:・大

さ
じ
l
、
タ
イ
ム
ホ
ウ
ル
、

パ
ジ
ル
ホ
ウ
ル
・・・
各
小
さ
じ

凶
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・l
枚、

塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
!
:
・
適

宜

【
作
り
方
】

コ
l
ン
ス
タ
l
チ
と
バ
タ

ー
を
除
い
た
材
料
を
鍋
に
入

れ、

2
1
3分
煮
て
か
色
、

砂106'"

水
ど
き
し
た
コ

l
ン
ス
タ
ー

す
チ
と
バ
タ
ー
を
加
え
、
味
を

培

整
え
る
。

M
U

【
下
ご
し
、
包
え
】

祉

を

す

は

ヘ

タ

室

長

川

に

2
つ
に
切
り
、
縁
を
l

度
叩
残
し
て
中
身
を
く
り
ぬ

一一
に

き
、
中
湿
の
油
で
軽
く
揚
げ

り

る
。

)

@
く
り
ぬ
い
た
中
身
、
玉

ォ
ね
ぎ
、
ベ
ー
コ
ン
、
生
し
い

た
貯
は
、
微
塵
切
り
に
す
る
。

タ
イ
の
巻
⑬

タ
イ
に
住
む
日
本
人
の
友

人
S
さ
ん
が
「
う
ち
の
オ
ク

サ
ン
U
は
ね
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
す
る
時
、
お
客
が
来
て
か

色
料
理
を
作
り
始
め
る
ん
だ

よ
。
日
本
だ
っ
た
ら
お
客
が

そ
ろ
っ
た
ら
料
理
の
ほ
と
ん

ど
は
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い

る
の
に
ね
」
と
言
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
彼
の
お
連
れ
合
い

U
さ
ん
は
「
タ
イ
料
理
の
い

ち
ば
ん
お
い
し
い
の
は
お
客

の
顔
を
見
て
か
ち
作
る
こ

と
」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し

て
く
れ
た
。
た
し
か
に
、
タ

イ
人
の
お
宅
に
招
か
れ
る

と
、
私
た
ち
が
到
着
し
て
か

ろ
エ
ビ
の
皮
を
剥
い
た
り
、

野
菜
を
切
っ
た
り
し
始
め
る

と
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
乙

れ
も
日
本
と
違
う
の
は
、
と

の
料
理
づ
く
り
の
「
現
場
H

楽
屋
裏
」
を
お
客
に
も
気
軽

に
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
。

プ
ラ
l
・
サ
l
ム
・ロ

ッ

(
揚
げ
魚
の
甘
酢
あ
ん
か

り
)
を
作
る
の
を
始
め
て
見

た
の
は
、
十
数
年
前
、
北
部

に
あ
る
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
の

先
生
宅
の
台
所
だ
っ
た
。
乙

の
料
理
は
、
ち
ょ
っ
と
食
事

を
震
華
に
し
た
い
時
に
登
場

た
ず
す
で
に
全
日
制
十
校
で
共

学
四
単
位
の
「
家
庭
一
般
」
。

定
時
制
で
は
三
分
の
一
が
共
学

【
作
り
方
】

①
鍋
に
バ
タ
ー
を
熱
し
、

@
を
し
ん
な
り
す
る
ま
で
妙

め
、
牛
ひ
き
肉
、
ガ
ー
リ
ッ

ク
パ
ウ
ダ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ

パ
l
、
タ
イ
ム
を
加
え
さ
ら

に
紗
め
て
塩
を
す
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
①
を
入
れ
、

パ
ン
粉
、
溶
き
卵
を
加
え
よ

く
混
ぜ
る
。

③
@
の
な
す
に
②
を
詰

め
、
グ
ラ
タ
ン
皿
に
並
べ
、

捌
℃
に
熱
し
た
オ
ー
プ
ン

で
焼
く
。
④
オ
ー
ブ
ン
か
ら
出
し
、

な
す
の
ま
わ
り
に
あ
ろ
か
じ

め
作
っ
て
お
い
た
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
を
慌
し
い
れ
、
な
す
の

上
に
チ
l
ズ
を
乗
せ
再
び
オ

ー
プ
ン
に
入
れ
、
焼
き
上
げ

る。
〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド

バ
イ
ス
〉
タ
イ
ム
は
、
料
理
の
仕
よ

げ
よ
り
、
調
理
中
に
使
う
方

が
、
よ
り
効
果
的
。

(
資
料
提
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

す
る

一
品
で
あ
る
。

そ
の
時
も
「
タ
イ
料
理
に

興
味
あ
る
の
な
ろ
、
作
っ
て

い
る
の
が
見
た
い
で
し
ょ

う
」
と
、
初
対
面
の
ぞ
れ
も

外
国
人
の
私
を
台
所
に
案
内

し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ

と
で
は
、
大
き
め
の
中
華
鍋

に
た
っ
ぷ
り
の
油
が
入
り
、

鍋
か
ろ
は
み
出
し
そ
う
な
魚

(
実
際
に
尾
は
油
か
ら
飛
び

~廓を屈でか多{fiJ~ ノ
側さ慢F‘ヒラスズキ

出
し
て
い
た
)
を
揚
げ
て
い

る
と
己
ろ
だ
っ
た
。
「
こ
ん

な
大
き
な
魚
の
中
ま
で
火
が

通
る
の
に
は
、
外
側
か
焦
げ

な
い
の
か
な
あ
・:
」
と
内
心

不
安
に
思
っ
て
い
た
ら
、
作

り
手
は
、
た
え
ま
な
く
小
さ

な
杓
子
で
熱
々
の
油
を
魚
の

上
か
ら
か
け
て
い
る
。
魚
が

ポ
ツ
ポ
ツ
穴
の
あ
い
た
大
き

な
杓
子
に
の
せ
ら
れ
て
油
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
魚

の
下
側
が
鍋
底
に
ひ
つ
つ
か

な
い
た
め
の
よ
つ
だ
。
魚
が

揚
が
る
と
、
次
に
上
に
の
せ

る
具
(
何
種
類
か
の
野
菜
の

細
切
り
)
を
手
早
く
作
っ
て

サ
ア
ッ

l
と
揚
げ
魚
に
か
り

で
で
き
上
が
り
。

乙
の
料
理
に
使
わ
れ
る
魚

は
、
そ
の
土
地
で
手
に
入
り

や
す
い
物
が
使
う
の
だ
け
れ

ど
、
最
近
よ
く
お
め
に
か
か

る
の
は
、
プ
ラ
l
カ
ポ
ン
(
ス

ズ
キ
の
一
種
)
で
あ
る
。
!外

側
が
カ
リ

Y
E揚
が
り
、
中

身
は
ホ
ッ
ク
リ
と
し
た
口
ざ

わ
り
。
甘
酸
っ
ぱ
い
具
が
実

に
よ
く
合
い
、
ご
飯
と
共
に

食
べ
る
と
食
一
の
進
む
こ
と
/

。戸
田
杏
子
)

魚を煮くずさない法①

煮魚で煮くずれを少なくする

には、①魚の身に切れ目を入れ

る②自身魚は煮立てた汁に入れ

る③完投汁のf廷を魚の厚さと同じ
にする④頭などの硬い部分を鍋

のまん中におき柔らかい切り身

はまわりにおく⑤なるべく重な

らないように魚をおく。どうし
ても重なる時はそとに煮汁をわ、

ける。⑥穫としぶたをする。

制大日本水産会 ¥

おさかな普及協議会

に
と
り
く
ん
で
い
る
。
乙
の
十

数
年
の
現
場
の
実
践
が
さ
ま
ざ

ま
な
懸
警
の
り
と
え
た
。
都

教
委
も
工
業
高
の
み
一
単
位
減

単
は
認
め
る
が
、
普
通
高
は
四

単
位
で
、
ま
た
生
徒
減
l
v
学
級

減
l
v
教
員
減
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
科
の
教
員
を
、
グ
加
配
ρ

し
、
と
の
三
年
間
で
四
十
校
で

家
庭
科
の
教
員
増
を
か
ち
と
っ

て
い
る
。

神
奈
川
も
H

追
い
風
H

の
県
。

教
員
組
合
で
家
庭
科
共
学
推
進

委
が
出
来
、
昨
年
ま
で
十
校
が

グ
前
倒
し
H

で
共
学
し
て
い
た

が
、
い
い
と
と
な
ら
早
く
や
れ

と
、
本
年
二
十
1
三
十
前
倒
し

の
計
画
。
工
業
高
校
な
ど
家
庭

科
の
設
備
は
零
だ
が
、
県
教
委

も
何
と
か
す
る
方
針
で
、
ク
ラ

ス
減
の
空
教
室
を
家
庭
科
室
に

改
修
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い

る
。
乙
ん
な
中
で
、
名
簿
を
男

女
混
合
に
、
と
い
う
論
議
も
お

こ
っ
て
い
る
。

「
今
日
は
勉
強
の
た
め
来
た

が
、
ウ
チ
の
学
校
で
は
家
庭
科

の
カ
の
字
も
い
わ
れ
で
な
く
て

・:
」
(
地
方
私
立
男
子
校
)
と

い
う
と
と
ろ
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
そ
れ
が
ま
た
、
迫
る
家
庭

科
必
修
に
男
子
校
も
や
っ
と
真

剣
に
な
っ
て
き
た
実
態
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
。

--出-一た=忠明州淵制』た佐一涯一一
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I
l
l
i
-
-川
」

ん
の
足
跡
を
た
ど
る
無
料

l
h川
I
l
l
l
hド
」

問
合
せ
:
・
同
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
g

v第
百
回
朱
麦
震

m
-
5
3
8
1
・6
0
0
0

l
日
開

im日
附

9
時
l

V

劇
団
民
事
公
演
「
粉
本
楢

日
時
(
霞
終
日
比
時
加
分
)

山
節
考
」

東
京
都
美
術
館
(
上
野
公
園
内
)

6
日
例

lm日
制
昼
凶
時
、

連
絡
先
:
・
田
野
宮
田
・

3
3
3
夜
同
時
加
分
(
各
日
異
な
る
の

4
・
7
5
6

で
問
合
せ
を
※

7日
間
休
憩

V
映
像
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
展
出
演
・
:
北
林
谷
栄
、
小
野
田
巧

「
讃
え
あ
う
自
然
と
人
間
」
他
一
般
6
1
8
0円
、
学
生

6
日
間
ま
で

T
S
S東
京

f
5
0円
、
中
高
生
3
0
9

ガ
ス
新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
女

0
円
間
合
せ
:
・
劇
団
毘
謹
告

性
で
世
界
初
、
七
大
陸
の
最
高
州
・
9
8
7
・
7
7
1
1

峰
に
登
頂
し
た
田
部
井
淳
子
さ

そ
の
新
製
品
、

原
料
は
何
で
す
か
?

J 
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(人は毎日洗うのだから、植物物語は考えました。)

ライオンはもう一度原料から見直しました。

洗う成分の※99%以上が植物生まれの製品だけを、私たちは、植物物語と呼びます二

シャンプー/リンス、ボディソーズ化粧石鹸、3つの植物物語が始まちます二
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ず
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。

植
物
物
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